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文序

日頃、仙台市の文化財保護行政に対しましては、多大なるご理解とご協力をいただ

きまして、誠に感謝にたえません。

本市の南東部に位置します富沢地区は、かつては豊かな田園地帯でありました。と

ころが、昭和50年代の土地区画整理事業を契機といたしまして開発が急速に進んでき

ました。特に昭和63年の地下鉄の開業以来、ますます都市化が進展してきております。

富沢遺跡は、このような開発に伴 う事前調査で水田跡が発見されて以来、年毎に調

査を行ってきました。昨年度までに行われた調査は、79箇所を数え、奈良時代を除く

弥生時代から近世までの水田跡や、 2万年以上前の氷河時代の森や人々の生活の跡の

発見など貴重な成果をあげてきております。

このようなもとで、平成 4年度は富沢地区で 6箇所の調査を行い、本報告書はその

調査成果をまとめたものです。今年度も弥生時代中ごろの水田跡が 3箇所で確認され、

富沢地区における初期水田の様子が判ってきました。

ご存知のように仙台市には、私たちの祖先が創造し、伝えてきた貴重な文化遺産が

数多くあります。これら先人の残した文化遺産を保護 し、活用しつつ後世に残してい

くことは、私たちに課せられた責務と考えてお ります。教育委員会といたしましては、

市民のみなさまや関係機関と共に手を携え、守 り育てて生きたいと考えておりますの

で、今後ともみなさまのご協力をお願いいたします。

最後になりましたが、本書が社会教育や学術研究の場で多くの方々に活用され、お

役に立つことを切望し、また、発掘調査や報告書の刊行に際しては、多くの方々のご

協力、ご助言を頂ましたことを心から感謝申し上げ序といたします。

平成 5年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 東海林 恒 英



例   言

1.本書は、富沢地区発掘調査受託事業である平成 3年度富沢遺跡第78次調査 (1次調査 )、 平成 4

年度富沢遺跡第78次調査 (2次調査)、 富沢遺跡第80次～85次調査の報告書である。

2.報告書刊行のための整理作業は、文化財課調査第二係 佐藤甲二・五十嵐康洋、調査第一係 佐

藤淳が担当し、編集は五十嵐康洋 。佐藤淳が担当した。

3.各種分析については、花粉分析を守田益宗氏、プラント。オパール分析 。C14に よる年代測定を

古環境研究所に依頼した。

4.本文の執筆分担は下記のとおりである。

守田益宗 :第 3章第 1節

古環境研究所 :第 3章第 2・ 3節

佐藤甲二 :第 2章第 3・ 5節

五十嵐康洋 :第 1章、第 2章第 1・ 2・ 4・ 6・ 7節、第 4章

5。 発掘調査および報告書作成にあたり、下記の方々に御指導、御助言をいただいた。 (順不同、敬

称略)

山田昌久、守田益宗、石本弘、酒井清治、藤原学

凡   例

1.周辺の遺跡図は、国土地理廃作成の1:25,000「 仙台西南部 。東南部」を使用 した。

2.土層註記などに記 している土色は、「新版標準土色帖」 (小山・ 竹原 :1976)を使用 した。

3.調査区でのグリット軸は任意方向のものであるが、同時に平面直角座標第X系による国土座標 も

記 している。また図中の方位は全て真北をさしている。

4.遺構名については以下のような遺構略号を使用 した。

SD―溝跡 SK― 土坑 SR― 河川跡

5.層位の表記は基本層位を算用数字、遺構内堆積土をO数字で表 した。

6.遺構内の傾斜面は「 可 」で表現 しているが、陸畔、自然流路については記 していない。

7.本文中での「灰白色火山灰」 (庄子・ 山田 :1980)の降下年代は、現在、10世紀前半頃 と考えら

れている (白 鳥 :1980)。

8.本文中の「擬似陸畔 B」 とは、水田畦畔の直下層 (自 然堆積層)上面に認められる畦畔状の高ま

りをさす。 (斎野 :1987)

9.富沢地区の水田跡の認定基準に関しては、「水田跡の基本的理解―仙台市における水田跡の検出

と認定―」 (イ山台農耕文化勉強会 :1990)の 認定基準に基づ く。

10,「泉崎浦遺跡」は、平成 3年度以降は「富沢遺跡」に包括 して調査・報告 し、富沢遺跡の調査次

数を与えている。なお、「泉崎浦遺跡」 としての登録は従来通 りである。
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第 1章 富沢遺跡・ 山口遺跡のあらまし

第 1章 富沢遺跡 。山口遺跡のあらまし

富沢遺跡は、仙台市南部の仙台市太白区鹿野 。長町南 。富沢・ 泉崎等に所在する。遺跡は名

取川と広瀬川に挟まれた沖積地 (郡山低地)西部に位置 し、北西部を丘陵、他を自然堤防で囲

まれた後背湿地に広がっている。遺跡の総面積は、約90hoに及んでいるが現在は土地区画整理

事業による盛上のため旧地形は見ることができない。盛土以前の標高は 9～ 16mである。

昭和51年、本遺跡の南側の六反田遺跡で「アゼ状遺構」が検出され、その後、昭和57年には

隣接する山口遺跡において仙台市では初めて水田跡が検出された。また、同時に富沢地区にお

いても高速鉄道に関わる試掘調査、および本調査の結果から水田跡の存在が確認された。この

ため調査成果 とともに地形的特徴を考慮 して、昭和58年新たに「富沢水田遺跡」 として登録さ

れた。その後、居住域等の検出によって昭和62年には「富沢遺跡」 と改称され、平成 2年には

遺跡範囲の北東部が拡大されている。また、平成 3年にはそれまで富沢遺跡の中央部微高地部

分は「泉崎浦遺跡」 として登録されていたが、共通する部分が多いところからその範囲を富沢

遺跡に包括 している。調査は昨年度まで79次の調査が実施され、その結果、奈良時代を除 く弥

生時代から近世までの水田跡が重層的に検出されている。さらに弥生時代の水田跡の 2～ 3m

下層では、旧石器時代、縄文時代の遺物 も確認されている。今年度は第78次、80次～85次調査

が行われ、その うち第78次調査は昨年度からの継続調査である。

山口遺跡は富沢遺跡の南に隣接 し、名取川旧支流魚川北岸の自然堤防上に位置 している。遺

跡の北側では、宮沢遺跡から続 く後背湿地部分をも含んでいる。遺跡の総面積は約16hoである。

自然堤防上部分では縄文時代・奈良時代・ 平安時代の集落跡が、また、後背湿地部分では弥生

時代・ 古墳時代・ 平安時代・ 中世・ 近世の水田跡が検出されている。

なお、富沢遺跡・ 山口遺跡の歴史的環境及び地形と地質に関 しては、富沢遺跡第15次調査報

告書 (斎野・ 豊嶋 :1987)。 第30次調査報告書 (太田 :1991)・ 山口2次調査報告書 (田 中 :

1984)に 詳 しい記載があるので、これを参照されたい。



遺 跡 名 立 地 年 代 遺 跡 名 地 年 代

陸奥国分寺跡 自縦 防 奈良。平安 。近世 41 教塚古墳 後背湿地 古墳 (後 )

陸奥国か尼寺跡 自然堤防 奈良・平安・ 中世 山口遺跡 自然堤防・ 後背湿地 縄文～中世

法領嫁古墳 自然堤防 古墳 (後 ) 宮沢清水遺跡 自然堤防 奈良・ 平安

仙台東郊条里跡 沖積平野 奈良・ 平安 長町六丁目遺跡 自然堤防 奈良・ 平安

南小泉遺跡 自然堤防・ 後背湿地 縄文～近世 元袋Ⅲ遺跡 自然堤防 奈良・ 平安

6 遠見塚古墳 自級 防 古墳 (前 ) 袋東遺跡 自然堤防 古墳・平安

7 者林城跡 自然堤防 古墳・ 中世 。江戸 新田遺跡 自然堤防 奈良・平安

8 沖野城跡 自然堤防 中世 北屋救遺跡 自然堤防 奈良・平安

神柵遺跡 自然堤防 縄文～平安 長町清水遺跡 自然堤防 奈良・平安

今泉遺跡 自然堤防 縄 文 (後 )～近世 大野田古墳群 自然堤防 古墳 (中・ 後)

日辺館跡 自然堤防 室 町 51 王 /壇古墳 自然堤防 古墳

日辺遺跡 河川敷 古墳 (中 ) 鳥居嫁古墳 自然堤防 古墳 (後 )

愛宕山横穴群 丘陵 古墳 (末 )・ 奈良 春同社古墳 自然堤防 古墳 (後 )

大年寺山横穴藩 丘陵 古墳 (末 ) 伊古口還跡 自然堤防 古墳・ 奈食・平安

宗樺寺横穴群 河岸段丘 古墳 (末 ) 下ノ内浦遺跡 自然堤防・ 後背湿地 奈良・ 平安

根岸遺跡 河岸段丘 縄 文 下ノ内遺跡 自然堤防 縄文・ 弥生・ 古墳・ 平安

宛塚古墳 自然堤防 古墳 (中 ) 六反口遺跡 自然堤防 縄文～江戸

茂ケ崎城跡 丘陵 南北朝～室町 五反田古墳 自然堤防 古墳

西台組遺跡 自然堤防 縄文・ 弥生 (中 )。 古猿 富沢館跡 自然堤防 戦目

郡山遺跡 自然堤防 古墳 (末 )。 奈良 。中世 堀ノ内遺跡 自然堤防 古猿・ 奈良・平安

1ヒ ロ城跡 自然堤防 室町・ 江戸 鍛治屋敷A遺跡 自然堤防 古墳 。奈良・平安

欠ノ上 I遺跡 自然堤防・ 後背湿地 古墳・ 奈良・ 平安 鍛治屋致 B遺跡 自然堤防 。後背湿地 縄文・ 奈良 。平安

鹿野屋致遺跡 丘陵 古墳・奈良・ 平安 六本松遺跡 自然堤防・ 後背湿地 奈良・ 平安

一塚古墳 後背湿地 古墳 (後 ) 南ノ東遺跡 自然堤防 。後背湿地 弥生・奈良・ 平安

鹿野―丁目遺跡 河岸段丘 縄文・弥生・ 奈莫・ 平安 上野遺跡 河岸段丘 縄文 (中 )。 奈良・ 平安

三塚古墳 後背湿地 古猿 山田条里遺構 河岸段丘 縄文・ 奈良・ 平安 。江戸

砂押屋敷遺跡 河岸段丘 奈良・ 平安 船渡前遺跡 河岸段丘 縄文・弥生・ 奈良・ 平安

砂押古墳 河岸段丘 古墳 清太原西遺跡 河津段二 縄文・ 平安

芦ノロ遺跡 丘陵 縄文 (早・ 前)・ 弥生・ 平安 西台窯跡 丘 陵 占墳 。奈良・ 平安

30 土手内遺跡 丘陵 縄文～平安 山田上 ″台遺跡 河津段丘 旧石器・ 縄文 (早・前・中・ 後)。 平安・ 江戸

土手内横穴群 丘 陵 古猿・ 奈良 杉土手 丘陵 江 戸

土手内察跡 丘陵 古墳・ 奈良 北前遺跡 河岸段丘 十日石器・縄文 (早・ 前・ 中】・平安・ 江戸

富沢窯跡 丘陵 古墳・奈良・平安 御堂平遺跡 丘 陵 縄文・平安 。中世

三神峯遺跡 丘陵 縄文 (前・ 中)・ 平安 青葉山遺跡 丘陵 旧石器

金山窯跡 丘陵 古墳 (中 ) 松木遺跡 自然堤防 平安・ 中世・ 近世

金洗沢古墳 河岸段丘 古墳 関場遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良・ 平安

葵町古墳 河岸段丘 古墳 (中 ) 栗遺跡 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安

金岡八幡古墳 後背湿地 古頂 (後 ) 安久東遺跡 自然堤防 弥生～近世

宮沢遺跡 後背湿地 旧石器～近世 後河原遺跡 自然堤防・ 後背湿地 弥生・ 奈良 。平安 。中世

泉崎浦遺跡 自然堤防・ 後背湿地 縄文・ 古墳・ 平安・ 近世 大塚山古墳 河川敦 古墳

表 1 遺跡地名表
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第 2図 宮沢・ 山口還跡全体図



第 2章 調査結果

第 2章 調査結果

第 1節 富沢遺跡第78次調査

1.調査方法

調査は 2年間に渡って行われ、I・ I区を平成 3年度に、Ⅲ区を平成 4年度に実施 している。

それぞれの調査区の設定面積は合計約687Υ である (I・ I区は約3954P、 Ⅲ区は約292ギ )。 調

査は盛土及び 1層 中 (旧水田耕作土)ま でを重機で排除 し、以下は人力で行った。調査区内に

は土層観察及び排水用の側溝を設けた。 I・ I区では19層 まで調査区全面の調査を実施 し20層

以下は14× 20mの試掘区を設けて掘 り下げた。 (24層以下は、安全確保のため調査区を縮小 し

て35層 まで調査を実施 している。最下層面では約 2× 5mである。)。 Ⅲ区では、16層 まで調査

区全面の調査を実施 し、17層以下は14× 20mの試掘区を設けて掘 り下げた (23層 から26層 まで

は 3× 6mで実施 している。)。 遺構の測量は杭△・ Bを基準にして実施 している。なお、Ⅲ区

の基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値を計測 し、遺構内の正確な位置を把握 している(Ⅲ

区杭A:X=-197,764.03m Y=+3,184.15m、 杭B:X=-197,751.63m Y=+3,198,

55m)。

2.基本層序

調査方法にもあるように 2年間の調査であ り、担当者も違 うことから現場での層位の確定は

で調査

0                          50m

第 3図

γ                

マ

0               20m

Ⅲ 区

背
嫌皆

塾■ 杭B+

調査区位置図・ 平面図



第 1節 富沢遺跡第78次調査
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第4図 基本層序

できなかったので、その後の整理作業によって共通 した層序を作成 している (基本層序表で特

に記載のないものは、全面に認められる層位である。)。 確認された層位は、全部で38層 である。

各層の土質は、20層 より上では基本的にシル トである。21層 から23層 までは砂質であるがそれ

以下は、粘上が主体とな り植物遺体を含む層である。 6～ 8層で灰白色火山灰が認められた。

7層のものは 8層上面のものが水田耕作によって巻き上げられたものと考えられる。現代のも

のを除 く明確な水田土壌は確認できなかったが、 3・ 5・ 6・ 7・ 9・ 15016層 は水田土壌の

可能性が考えられる (そ の後の分析によって、14層 も水田土壌の可能性が指摘されている。)。

各層の傾きであるが、西から東への下 り傾斜が認められる。特に I・ I区では西側に層が多 く

みられる特徴があ り、西側から土砂の供給が多い地点であったと推察される。

3.検出遺構 と出土遺物

(1)3層上面 (第 6・ 8・ 9図 )

3号溝跡―SD3-

〈遺構状況〉 I・ I区に位置し、直線的に延びる溝で、方向はN-660-Eである。幅は1.1



層 序 色 調 層厚 酸 化 鉄 水田土壌 混 入 物 備

10YR4/4 褐 (I・ I区 )

25Y3/3 暗オリーブ褐 (Ⅱ 区)

粘土質 ツ 糸根状多畳 O マンガン粒・砂粒・炭化物微量

10YR4/2 灰黄褐 (I・ Ⅱ区)

10YR6/8 明黄褐 (Ⅲ 区)

斑状多畳 O マンガン粒・ 砂粒・ 炭化物微貴

25Y5/2 暗灰黄 盛状多長 マンガン粒・砂粒・炭化物餃畳 I・ Ⅱ区に雰布

】OYR   灰煮褐 細砂 Ⅱ区に2布
10YR3/1 黒褐 粘 土 マンオン粒 。白色粒・ 砂粒

10YR4/1 褐灰 粒状少畳 凝灰炭粒 マンガン粒 部分的に灰白色火山灰

砂質 ンル 量管状少量 マンオン粒 灰 白色火山灰 ブロック状 皿区では不連続な分布

8 IOYR2/2 黒褐 ツル ト質粘土 マ ンガン粒多量 Ш区にら布

10Y R3/3 暗褐 粒状少貴 砂粒 凝灰岩粒多愛 I・ I区に分布

10Y R6/4 にボい黄獲 粗砂 粒状多量 凝灰岩粒多畳 I・ I区 に分布

10Y R4/4 褐 砂 粒状多量 疑灰岩粒多量

10Y R3/3 暗褐 斑状少量 凝灰岩粒多重

10Y R3/4 暗褐 φl～ 3∞ の凝灰岩粒 皿区で部分的分布

10Y R2/3 黒褐 粘土 最管状 層上部にマンガン粒 Ш区で部分的分布

10Y R4/3 にボい黄褐 粘土 長管状少登 暇上部にマンガン粒 Ⅲ区で部分的分布

10Y R3/2 黒褐 Fh土 量管状 マンオン粒 植物遺体 Ш区で部分的分布

10Y R3/2 黒福 Ⅲ区で部分的分布

25Y5/3 黄褐 量管・ 管状やや多
102～ l cmの 凝灰岩粒多登 'I区東部からⅡ区

にかけて秒礫・ 植物遺体

10Y R3/4 暗褐 砂粒 凝灰岩粒多貴 I・ 工区に分布

25Y6/3 にがい芸 細 砂 凝灰岩粒 ブロック 砂篠 植物遺体

25Y3/1  黒褐
5Y4/1  灰
2 5CY5/1 オリーブ灰
10Y R6/3 にぶい黄獲
10Y R5/3 にぷい黄褐

粘上質ンルト 細砂 植協遺体

10Y R2/1 黒 管状多量 ,I cm程 の凝灰岩粒多量 植物遺体

75Y5/1  灰 (I・ 工区)

75Y4/1 灰 (Ⅲ区)

砂質ンル 凝灰岩粒 植物遺体

5Y4/
5Y3/

灰

ォリーブ黒
相 土 植物遺体

粘 土 砂粒 ブロック 植物遺体

10Y5/1  灰 (I・ Ⅱ区)

5CY5/1 灰 (Ⅲ区)

ンル ト質粘土 櫨物遺体

5Y5/1  灰 粗砂  ンル ト I・ 狂区で部分的分布

5Y4/1  灰

5Y5/1  灰

75Y5/1  灰

粘 土 粗 砂 3 【。工区で部分的か布

粘 土 植物遺体 I・ 工区で部雰的チ布

5Y4/1  灰
5Y3/1 オリーブ黒

秒質 ツル ト 粘土 [・ I区 にか布

FS土 植物遺体 [・ I区 に分布

5Y4/1  灰 粘土 植物遺体

S Y3/1 オリープ黒 粘 土 植協遺体 I・ 五区に分布

5Y4/1  灰 植物遺体 I。 工区に分布

5Y3/1  オリーブ黒 粘土 植物遺体 I。 工区にか布

2 5CY6/1 オリーブ灰 粘土質 ツル 値物遺体 I。 ■区にら布

25Y3/1 黒褐 粘 土 植物遺体 I・ I区にチ布

粘土質 ンル 植物遺体 I・ Ⅱ区にチ布

第 2章 調査結果

～2.4m、 深さは約30clllである。堆積土は 2層 であるが、断面形状や堆積上の違いなどから新

旧 2時期の作 り替えがなされたものと考えられる。また、 SD3は、 SK 9 010と 重複関係に

あ り、これら全てより新 しい。杭を 2本検出しているが、この溝に伴 うものであるかどうかは

不明である。

〈出土遺物〉遺物は堆積土中から陶器、木製品が出上 している。 (第 7図 )

陶器

1は、相馬焼の灰釉皿である。見込みに印亥J文、回線が認められる。時期は江戸時代後半以

降と考えられる。

2は、堤焼のわら灰釉香炉である。時期は、江戸時代後半から末頃 と考え られる。
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名

一

ド

杭B十

SD3

Ⅱ 区

名___― ド

A
154m引

SD3・ 4

S3:招 8 11¥員とア: 危どキⅢ要握色 監ルト 醸をケ量魯と 酸化鉄斑文を多く含む

ヽ4m tt        S D17・ 18

瓜
ト

鋤4§
韓乎ミ誘畳暑魯蓑確筆芝秒粒をス含む

ド

云 挽

K4

≧長赤出

第 6図  I・ Ⅱ区 3層上面平面図 。SD3・ 4。 17・ 18断面図
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囮
岡
日
）
ω m

第7図 SD3出土遺物

3は、堤焼の鉄釉播鉢である。時期は、江戸時代後半から末頃と考えられる。

木製品

4は、木製農兵で、底面から出土 している。端部を一部欠損 しているがほぼ完形 と思われる。

遺存する最大長は32.2cm、 高さは5.5clll、 幅は4.5clllで ある。上部に柄を取 り付けるくばみが認

められる。下から歯を差 し込む部分を約4.5cmの 間隔で くりないてある。中心のくりぬきは、

歯を止めるためにくさび状の木片を差 し込んである。歯の先端は、腐食 してお りこのままの形

状で使われたかは不明である。形状や民俗例などから判断 して藁を摺る農具 (藁す ぐり)と 考

えられる。

17号溝跡―S D17-

工区に位置 し、直線的に延びる溝で、方向はN-660-Eである。幅は1.6～2.Om、 深さ約

挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種  別 器  種 依存度 口径ω 底径働 器高lew 特 徴

第 7図 ― I 写真64-12 SD-3 陶  器 約1/4 46 相馬、灰釉、見込に印亥J文、回線18世紀後半以降

写真64-H SD-3 陶  器 香 炉 旅し1/2 130 提焼、藁灰和、江戸後期～末期

写真65-1 SD-3 的 器 提焼、鉄穐、江戸後期～末期

挿図番号 写真・ 図版番号 1出土遺構・ 層位 種  別 材 質 素材形状 最大遺存長 最大遺存容 幅  1歯  間 1歯  長 1歯  幅 1 備  考

第 7図 -4 写真66-1 1  SD-3 農 具 板 日取 り わらすぐ



第2章 調査結果

lmである。堆積土は 6層確認されるが、堆積上の違いや断面が 2段に下がることなどからS

D3同様に 2時期の作 り替えがなされたと考えられる。遺物は出土 しなかった。

土坑は全部で 8基検出されているが、平面形や深さなどに規格性は認められず、また、一度

に埋め戻されたような堆積状況を呈 している。遺物は 8基 とも出土 していない。 これらの土坑

の性格については 3層が水田跡の可能性 も考えられるので、水田耕作に関係するものとも考え

られるが、遺物 も出土 してないことなどから断定は控えたい。 (第 3表 )

上 坑 名 地 区 上端長軸lml 上端短軸llnl 深 さ lnal 平 面 形 断 面 形 備 考

SKl I 楕円形 ? 逆台形 遺物なし。調整区外

SK2 I 遺物なし。調整区外

SK3 I 1 5 05 不整楕円形 逆台形 遺物な し

SK4 I 15 11 限丸長方形 逆台形 遺物なし

SK5 I 16 12 隈九長方形 逆台形 遺物な し

SK8 Ⅱ 0 82 不整楕円形 皿 状 遺物なし

SK9 I 16以上 長楕円形 皿 状 遺物な し

S K10 I 11以上 楕円形 逆三角形 遺物なし

μ9m為 SKl

第 3表  3層土坑計演1表

ド     149m当

SK4 0

②

10Y R5/2 灰黄褐色 シルト
10Y R2/3黒 褐色砂質ンルトアロック、loYR 5/4にがい芸褐色砂ブ
ロック、10V R3/3暗 褐色粘上、アロッタを多量含む
10Y R5/2 灰黄褐色 ンルト
10Y R4/4褐 色粘土質ンルトブロックを少量含む

14拇m tt    SK5    ド

SK4 江

SKl ① 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

②
 とζξ:チ群警目gウ宮:子 ;:桁学と与逮 [与」こ手与と:

14 9m tt     SK3     ド

SK3 0 SKS O

②

0                     1rn

第8図  I・ Ⅱ区SKl・ 3・ 4・ 5断面図

(2)5層 上面 (第 100H図 )

1号溝跡―SDl―

I区に位置 し、直線的に延びる溝で、方向はN-30-Wで ある。検出長6.2m、 幅22clll、

深さは約 9 clllで あるが、 I区に近づ くにつれ明瞭ではなくな り、I区では検出されていない。

騨

磯
Ⅷ
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SK8 ①
糾と魁劣砂F巖岩り若ックを少登含む

馬.mtt Ь
K9ド

‖
SK, 0 

援推曇魅をど電三乳坊 粒を少量含む

o                          3m

第 9図  I・ Ⅱ区 3層上面平面図, SK8

0                  1 rn

・ 9・ 10杭断面図
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堆積土は 1層である。遺物は出上 しなかった。

2号溝跡―SD2-

I区に位置 し、直線的に延びる溝であるが、途中で途切れている。方向はN-3° ―Wであ

る。検出長約10m、 幅は約22clll、 深さは約 6 clll、 断面形は皿状である。堆積土は 1層で、遺物

は出上 しなかった。

4号溝跡―SD4-

〈遺構状況〉 I・ I区に位置 し、直線的に延びる溝で、方向はN-700-Eで ある。

検出長約 12m、 検出された最大幅は1.7mであるが、 SD3に 切られているので全容は不明で

ある。深さは約40clllで ある。堆積土は 3層で、自然堆積状況を呈 している。

0                  5m

SD2  と当

Ⅷ
SD1 0 10YR2/3 黒褐色 粘土

酸化鉄、マ ンガン、細砂を多 く含む
SD2 0 10YR4/3 にがい黄褐色 粗砂

7 5YR5/6明 褐色風化凝灰岩アロックを多量含む

0                   1 rn

第10図  I・ Ⅱ区 5層上面平面図, SDl・ 2断面図
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148m名

①
s応

SK■ ①
 響ェ鼻κ索双康鷲議花麟
夢?守歩娯通昏慾

2黒褐色粘上をφ2～ 3t4の

V6m tt  SD否 ド

韓

SD26 ①醤ェ轟留紫霞駅ち霰牝鉄の集積
② 10YR3/2 黒褐色 ツルト質絡土

③
 §音善縁をき尊

皇デ乃胞牟為馬Fむ

μぉmtt  SD"  ド笙

“
3m名

?     5P SW7 ①招¥長野撫揺琶継重鬱鳥状整昏と
ルト

SK鬱 ①
鍵懲哲空縛逐4穆軌ィ
化が進み砂質部が多くなる

♀   J
第11図  Ⅲ区 5層上面平面図, S Kll・ 12, S D26・ 27断面図



〈出土遺物〉遺物は堆積

土中から木製品が出上し

ている。 (第 12図 )

木製品

約1/4を 欠損している。

残存する直径は約13clll、

最大厚は1.3clllで、断面

形は凸レンズ状である。

両面に漆の皮膜が残存し

で類例の増加を待 って判断 した

い 。

18号溝跡―S D18-

〈遺構状況〉Ⅱ区に位置している。

S D17と 重複しており、そのほと

んどが削平されているので全容は

不明である。確認される上端幅は

約3.5mである。

八
　
刀
″
代
―′、酬
問
日
日
剛
町

―

第 2章 調査結果

出土遺構 唇  位 器 種 直 径 厚 さ 備 考

写真66-2 SD-4 れた ? 12 6ca とた 。漆残存 (ス クリー ン トーン部分 )

第12図  SD4出 土遺物

ているので、元々は全面漆塗 りであった可能性が高い。平らな面に×状の刻みがみられる。こ

の遺物の機能 としては形状から蓋である可能性が考えられるが、これ 1点のみの出上であるの

5Cn

〈出土遺物〉遺物は堆積土中から

石製品が 1点出土している。 (第 13図 )

石製品

第13図  S D18出土遺物

砥石 と考えられ、 3面に擦痕が認められるが、方向はまちまちである。

19号溝跡―S D19-

I区に位置 している。 SD4・ S D18と 重複関係にあ りSD4に切られているが、 S D18と

の関係に付いては調査区外に延びてお り確認できない。検出長 1.6m、 幅は1.2mである。遺物

は出土 しなかった。

26号溝跡―S D26-

Ⅲ区に位置 し、やや湾曲した溝で、直線部分での方向はN-7。 一Wである。検出長 5m、

幅78ctll、 深さ約28clll、 断面形は皿状である。堆積土は 3層で自然堆積状況を呈 している。遺物

は出上 しなかった。

27号溝跡―S D27-

一小

挿図番号 図版番号 遺構・層位 石  質 隔 考

第13図 写真65-9 頁  着
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Ⅲ区に位置 し、直線的に延びる溝であるが部分的な検出である。検出長3.3m、 幅47clll、 深

さ約30cm、 断面形は逆台形である。堆積土は 1層 である。遺物は出上 しなかった。

11号土坑―S Kll―

Ⅲ区に位置 している。上端平面形はほぼ円形で、直径約 1.2m、 深さ約 30clll、 断面形は括鉢

状を塁 している。堆積土は 1層 である。遺物は、土師器片が 1点出土 している。

12号土坑―S K12-

Ⅲ区に位置している。上端平面形は隅九長方形で、上端長軸 3m、 短軸2.2m、 深さ約90硼、

断面形は逆台形である。堆積土は 1層である。遺物は出土 しなかった。

2号河川跡―SR2-

〈遺構状況〉Ⅲ区に位置 している。検出面での上端幅は約12mで ある。確認面から約 3m掘 り

下げたところで湧水が著 しくな り、また、壁面の崩落がみられたので危険防止のために底面の

検出は断念 した。遺構の状況から人工的なものではな く自然流路と考えられる。

〈出土遺物〉堆積土中から土師器 7点、須恵器10点、石製品 2点、陶器 7点が出土 している。

(第 14図 )

―

―

― 0                     5Cm

洞

押

熾

悧

�

土ゝ//

挿図番号 図版番号 遺構・ 唐位 種  別 器  種 遺存度 口径働 底径14 器高的 特 徴

第14図 -1 写真64-10 須忘器 長頸lh 灰  白 灰  白 大戸窯 ?

写真64-2 SR-2 須恵器 灰  白 灰  白

挿図番号 図版番号 i宣構・ 層位 長さaru 幅 m 厚 さnm 重 さg 百  質 備

第14図 -3 写真65-6 SR-2 178 流紋培

産質貢岩

第14図  SR2出 土遺物
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須恵器

1は、長頸瓶の底部である。福島県大戸窯に類例が求められ、時期は 9世紀頃と考えられる。

2は、体部破片である。外面に平行タタキ痕、内面に無文オサエ痕が認められる。

石器

4はスクレーパーである。各測定値の最大値は長6.45clll、 幅2.9clll、 厚0.5clll、 重10.8gで あ

る。石材は珪質頁岩である。

0)10層上面 (第 15図 )

5号溝跡―SD5-

I区に位置 しているが、途中で

検出できなくな り途切れる溝であ

る。 SD6を切っている。検出長

約4.5m、 幅70御、深さ10m、 断

面形は皿状である。堆積土は 1層

である。遺物は出土 しなかった。

6号溝跡―SD6-

I区に位置 し、やや直線的な溝

であ り、方向はN-400-Wで あ

る。 SD5に切られている。断面

形は皿状で、深さは約 15clllで ある。

堆積土は 1層である。遺物は出土

しなかった。

(→  14・ 15層上面 (第17図 )

28号溝跡―S D28-

〈遺構状況〉Ⅲ区に位置 し、湾曲

した溝である。検出長約12m、 幅 第15図  I区 10層上面平面図

1.lm、 深さ10c・l、 断面形は皿状である。堆積土は 1層である。

(出 土遺物〉堆積土中から須恵器が 1点出土 している。

須恵器 (第 16図 )

器台の脚部 と考えられる。調整は内外面 ともロクロナデである。また、外面には隆帯が 2条

あ り、これは周囲をくばませることにより隆帯としていることが断面 より観察できる。窯の特

定はできなかったが在地のものである可能性が高い。時期は 5世紀の後半頃に位置するものと

考えられよう。

μ
ｌ

盈

―

―

ヤ

A
151m引

殺
ゞ

当/_ど
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政
＼

等

0            5m

―
挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種 別 器 獲 遺存度 口 径 ω 底 径 Gl 器 高 ω 特 徴

第16図 写真64-3 SD-28 須恵器 需台脚部 灰白・灰 灰白・ 灰

第16図  S D28出土遺物

0          1m

SD閉 ①
欝兵島捲髯与魏魯盲遅をも嗜苛ち状
に合と

0                      5m

第17図 Ⅲ区14・ 15層上層平面図, S D28断面図

(5)18層上面 (第 18図 )

7号溝跡―SD7-

I区に位置し、直線的に延びる溝で、方向はほぼ真】ヒである。検出長約18m、 幅約60clll、 深

さ約15clll、 断面形は皿状である。堆積土は 1層である。遺物は、土師器片が 2点出土している
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A
154m_引

砂粒を多二含む 疑灰岩小アロックを少量含む

~―
― _、

、 ____… … … … … …
lI‐ ~___― 一 ~‐ … … … … … … ~~―

― ___

SD21 8 1:¥ミ
:チ4 揺査

い芸褐色
 握骸 

φl～ 5 tIB大 の小礫、凝灰岩 ブロックを多量含む

SW5 8 1:¥ミユ惚籐鶉嶋絡認搭茫漆監Ё急畜:多雫艶になる

0          1m

第18図  I・ Ⅱ区18層上面平面図, SD7・ 21・ 25断面図
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が、細片であ り図示できなかった。

10号溝跡―S D10-

I区に位置 し、ほぼ直線的に延びる溝であ り、方向はN-120-Wで ある。検出長は約12m、

幅は約3.5mである。遺物は、土師器片が 3点出上 しているが、細片であ り図示できなかった。

S D10の 下層にSDHが位置 してお り、 S Dllが埋没 した跡の窪みを利用 して作られたものと

考えられる。

(0 19層 上面 (第20図 )

8号溝跡―SD8-

〈遺構状況〉 I区に位置 し、やや湾山した溝である。検出長約13.5m、 幅約1.2m、 深さ10伽、

断面形は逆台形であるが、底面は起伏が大きい。堆積土は 1層である。

〈出土遺物〉遺物は堆積土中から須恵器片 8点、土師器片55点、判別不明の土器片が多数出土

している。土師器片は55点 と多 く出土 しているが、細片が多 くまた摩滅も著 しいので復元・ 図

化できたのは 1点だけである。

上師器 (第 19図 )

土師器は奏で、口縁部から体部にかけて約3/4遺存 している。 日縁部から頸部にかけて「 く」

字状にきつ く外反 し、口唇部は丸 くおさまる。外面調整は口縁部はヨコナデ後ハケメで、体部

はハケメである。内面調整はヨコナデ後ハケメである。時期は塩釜式期頃と考えられる。

9号溝跡―SD9-

I区に位置 し、やや湾曲し途中で途切れる溝である。方向はN-48° ―Wで、検出長約H.5

m、 幅約50clll、 深さ約 7 cm、 断面形は皿状である。堆積土は 1層である。遺物は出上 しなかっ

アこ。

(D 20層 上面 (第21図 )

11号溝跡―S Dll―

I区に位置 し、直線的に延びる溝で、方向はN-120-Wである。 S D12を切っている。検

挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種  別 器  種 遺存度 口 径 ⑪ 底 径 Cn 器 高 tO 特 徴

第19図 写真64-1 SD-8 土師需 口縁3/4 暗赤褐 暗赤褐 含8三 日籍辞雪三す手後;tケ チヽ体部ス

第19図  SD8出 土遺物
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―1枕
B
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S開 ① ЮY嘲3部色 紐 質舛

暑章奪警こ
農戻基窪  SD9

第20図  I・ Ⅱ区19層上面平面図 ,

① ЮYV3部色 ♀   単

SD8・ 9断面図

出長約12.4m、 幅 3m、 深さ35clll、 断面形は皿状である。堆積土は 9層で自然堆積状況を呈し

ている。遺物は、土師器片が 3点出上している。

12号溝跡―S D12-

I区に位置し、やや湾曲した溝で、方向はN-45° ―Wである。SDHに切られている。検

出長約12m、 幅約2,7m、 深さ70clll、 断面形は逆台形である。堆積土は 5層で、自然堆積状況

を呈している。遺物は出土しなかった。

24号溝跡―S D24-

I区に位置し、ほぼ直線的に延びる溝で、方向はN-7° ―Eであるが、 I区では検出され

ていない。検出長約 5m、 幅約70clllで ある。遺物は出土しなかった。
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第21図  I・ I区 20層 上面平面図, S D10。 11・ 12断面図
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(3)25層上面 (第22図 )

1号河川跡―SRl―

I区に位置 している。堆積土は19層確認されている。上質は基本的にはシル トから細砂であ

り、所々に腐食した植物遺体を含む層がみられる。また、10層・ 12層 からは、樹木が検出され

ており放射性炭素による年代測定を行っている。その結果、Bo P.4540± 100と いう値を得

ていることから縄文時代後期頃の河川跡と考えられる (第 3章第 2節参照)。
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第22図  I区 1号河川跡断面図

(9)その他の出土遺物

基本層 2～ 24層から土師器片、須恵器片、陶・磁器片、木製品、石製品等が200点余 り出土

してお り、特に I。 工区は後世の攪乱が著しく、接合、復元できた遺物の層位はまちまちであ

る。そのうち図化できたものは以下のものである。 (第23～25図 )

木製品 (第23図 )

杭である。上部を腐食し、縦方向に約半分が欠損している。Ⅲ区 9層上面から打ち込まれた

性

“

B+
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ものと考えられるが、上部に腐食がみられるので

打ち込み層位は断定できない。 9層は水田跡の可

能性が考えられるので、水田耕作に関するものと

も考えられるが、これのみの出土であるので詳細

は不明である。

石器・ 石製品 (第24図 1・ 2)

1は石匙である。両縁辺に微細剥離痕がみられ

る。石質は二質頁岩である。 2は、 4面に擦痕が

認められるので砥石 と考えられる。

上師器 (第24図 3)

甕の口縁部である。調整は外面 ロクロ、内面回 ~

転 ?ヘ ラミガキ・ 黒色処理である。時期は表杉ノ

入式期頃と考えられる。

須恵器 (第25図 1～ 5)

2は、甕の体部から口縁部である。体部から頸

部にかけて「 く」字状に外反 し、口縁部にかけて

さらに強 く外反する。口縁部端部は丸 く処理され、

その下に張 り付け隆帯を 1条施す。顕部には波状

沈線が 2条施され、また頸部中央には凸線が見ら

れ、これは上下を くばませることによって作 り出

されている。体部には平行タタキが施され、その

0             5            10Cm

|1図 番 号 図版番号 出上遺露・ 唐位 種  別 材  質 長   さ 直  径 先端力Π工 表面加工 備 考

第23図 写真65-11 9層 枕 丸太材 自然面にごく一部樹皮残存・ 約半分こわれる

第23図  出土遺物①

後す り消されている。内面には全面にす り消した痕がみられるが、所々に無文あるいは同心円

状のあて具を当てた痕跡が認められるところもある。 3は、甕の体部から頸部である。口縁部

が欠損 しているが 2と 同じような形態を示すものと思われる。顕部に波状沈線が施され、体部

は平行タタキ後す り消されている。 4は、甕の体部から口縁部で、体部から頸部にかけて「 く」

字状に外反 し、口縁部ではさらに強 く外反 している。 口縁部端に張 り付け隆帯が一条施されて

いる。体部外面に平行タタキ痕が認められる。胎土中に石英粒が多 くみられる。



0                      5Cm

0             5            10Cm

4.遺構の所属年代とまとめ

1.検出された遺構は 3層上面で、溝跡 2条・ 土坑 7基、 5層上面で、溝跡 7条 。上坑 2基 。

河川跡 1条、10層上面で、溝跡 2条、 14。 15層上面で溝跡 1条、18層上面で溝跡 2条、19層

上面で溝跡 2条、20層上面で、溝跡 3条、25層上面で河川跡 1条である。今回の調査では、

現代のものを除 く明確な水田跡は検出されなかったが、土層観察により3・ 5。 6・ 7・ 9

・ 15。 16層が水田耕作土である可能性が高 く、また、その後のプラント●オパール分析によ

り14層 でも水田耕作が行われた可能性が指摘 されている (第 3章第 3節参照 )。 各遺構の所

属年代であるが、前述 したように後世の攪乱が大きく、遺構に伴 う遺物も少ないことや、当

調査地点周辺での調査例が少ないことなどから不確定な要素が大きく決定が困難である。 し

か し、これらの内、遺構に伴って遺物が出土 し年代が確定できるものや、灰白色火山灰が検

出できる層などから大まかに想定すると以下のようになる。

3層 一江戸時代後半以降

5層 ―中世から近世

第 2章 調査結果

ａ

□

―

◆ ―

挿図番号 国版番号 厚 さ tld l重 さ g l石  質 備 考

第24図 -1 写真65-3 1   13    1  珪質頁岩 両縁辺に微細剥離痕

写真65-3 1層 4面 に擦庚

挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種  別 器  種 遺 存 度 口 径 t・
ll底 径 ⑪ l器 高 ⑪ 卜雰1帯

「

T〒ギ発下 特 徴

第24図 -3 写真64-4 I層 土師器 1  菱  |口縁約V6 (262)|    |    |に おい獲 1 黒

挿図番号 図版番号 器    種 厚 さ ω 穴 径 的 特 徴

第24図 -4 紡錘車

第24図 出土遺物②
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7層 ―平安時代頃から中世

19層 ―古墳時代前期 (塩釜式期)頃

25層 ―縄文時代後期

2.3層上面で検出した、SD3・ S D17は、ほぼ平行し、また、どちらも作 り直しているこ

とから水田に伴う水路、あるいは何らかの区画をしていた水路の可能性が考えられる。

3.5層上面で検出された溝跡は、平行するものが多く水田に伴う水路の可能性や、土地を区

画するための溝などの可能性も考えられるが、途中で確認できなくなるものや途切れるもの

があり、また、底面も凹凸が多く傾斜が確認できないなど不確定の部分が多いのでこれらの

溝跡の性格については可能性を指摘するにとどめたい。

4.18層上面で検出されたS D10と 19層上面で検出されたSDHは、 S Dllが埋没した跡の窪

みを利用してS D10が作られており、継続して利用されたものと考えられる。その、性格と

しては水路の可能性が考えられる。

5。 今回の調査で検出された溝跡のうち、SD3・ S D17や S D10・ SDHのように同じとこ

ろでの作 り替えが行われており、土地利用の上で何らかの企画性があったと考えることがで

きるが、周辺での調査例が少ないことから断定はできない。今後、調査例が増えることによ

り、全体的な土地利用の仕方が解明されてこよう。

6。 今回の調査では須恵器が比較的多く出土しているが、遺構に明確に伴ったものではない。

しかし、復元できた甕の器形の特徴から考えると5世紀中頃から後半に位置するものと思わ

れる (T K216前後、中村編年 I形式 2段階～ 3段階頃)。 富沢地区でいままで出上した須恵

器の中では、近接する泉崎浦遺跡第 4次調査 (主浜 :1988)で出上した 6世紀初頭から前半

頃とされている外が最もプマ、今回出上した遺物は、それよりも古い時期のものと言えよう。

このように古い段階の須恵器は、周辺の裏町古墳・大野田古墳群で出上しているが、しかし、

出土層位が安定したものではないので今回は資料の紹介にとどめ、関連については今後の資

料の増加を待ちたい。

(註 1)須恵器は、基本層 1層～20層から出土したものや、溝の堆積土中から出上したものが

接合しており、本来の所属層位は不切である。

(註 2)報文中では 5世紀代に遡る可能性も指摘されている。
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5         1“m

藝一劾
一悦

挿図番号 図版番号 遺繕層位 笹 ″J 器 種 遺 存 度 口径⑪ 底径0 特 徴

第25図 -1 写真64-7 須恵器 菱 頚部～体部 灰 白 灰 禽魯三騒写:歩 吉、幕 痕、ナデケツ
写真64-5 須恵器 整 顔部約1/2 灰 白 灰 自 禽霞 三 gヶ Ξ 傑報 甲平 包聟

工 瑕蔀貼付隆帝、口縁 滅状蕉線

3 写真64-8 須恵器 霊 頚部約1/4 (178) 灰 灰 禽 露 三屎 魏 ニサ笙棄
上 面平 行 タ タキ、隆 帝 、口緑 激 状 実線

写真64-6 察恵器 甕 頚部約V4 (213) 灰 白 灰 自 禽 要 三 :多 E 体 部上 面平 行 タタキ 環 部 貼 付隆待

写真64-9 須恵器 甕 体部 灰白 灰 禽需三子写全獲
キ

出土遺物③
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第 2節 富沢遺跡第80次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約 14× 12m(168r)である。調査は盛土及び直下の 1層 (旧 水田耕作

土)上面まで重機で排除 し、以下は人力で行った。なお、調査区内には土層観察及び排水用の

側溝を設けた。 9層 までは調査区全面の精査を行い10層以下は試掘区を設けて調査を行った。

遺構の測量は、任意に設定 した杭 A・ Bの平面直角座標系Xにおける座標値を計測 し、遺構内

の正確な位置を把握 している (杭A:X=-197,536.30m Y=+4,077.58m ttB=-197,

532.86m Y=+4,092.57m)。

2.基 本層序

今回の調査では盛土下に大別32層、細別36層が確認された。各層の上質は、粘土であり特に

6層以下は泥威質の粘上である。現代のものをのぞく水田土壌は 9a層 である。水田土壌の可

能性のある層は、 2層 。3a層 。3b層・ 8b層である。 2層中に灰白色火山灰が検出されて

いるが、本来は下層にあったものが水田耕作によって巻き上げられたものと考えられる。全体

的な層の傾きは南東方向へ緩やかに下り傾斜が認められる。(約 8 cm/10m)な お、当調査区

は第38次調査区、第54次調査区と隣接 してお り基本層序に対応関係が認められる。対応関係に

ついては後述する。

23層 まで調査

第26図 調査区位置図・設定図
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IIし   逼と

西 壁

南 壁

第28図 調査区断面図 (北・ 西 。東・ 南壁 )
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3.検出遺構 と出土遺物

(1)2層上面

2号溝跡―SD2-(第 29図・ 写真15)

北から南方向に直線的に延びる溝跡である。上端

幅は25～ 70cIIl、 下端幅15～ 30clll、 深さは約20伽であ

る。底面は平坦で南方向へ緩やかに傾斜 している。

堆積土は 1層である。遺物の出土はみられなかった。

3号溝跡―SD3-(第 29図 )

西から東方向へ延びる溝跡である。上層の水田耕

作によって所々依存状況が悪 く途切れた状態で検出

されている。上端幅は25～ 40clll、 下端幅10～ 20clll、

深さは約 10clllで ある。底面には凸凹がみられ傾斜方

向は不明である。堆積土は 1層 である。遺物の出土

はみられなかった。

(2)3層上面

4号滞跡―SD4-(第 30図・写真15)

〈遺構状況〉西から東方向へ直線的に延びる溝跡で

第27図 基本層序

盛  土

黒褐色    25Y3/2 粘土 糸根状に発達

3a 黒褐色    10YR2/2 粘 土
未分解 の植 物 遺 体・ 4層 を ブ

ロ ック状 に 合h
部分的分布

4
におい天笹色 10Y R6/4
黒褐色    10Y R3/1

和 土
糸根状

未分解の植物遺体

値物遺体、 9b層 ブロック状 O 分解度に差

未分解の植物遺体

オリーブ黒  5Y2/2 粘■ 未分解の植物遺体

黒     10YR1 7/1 泥炭質粘土
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胆
十

Ａ

／
く

〆オ

SD3

Ａ
司

ぼドに∵
√ヽ

0           1m

SD2
① 10Y R2/1 黒色

0              3m

粘土 粘性あり しまりあり
(基本層 1層 と同じ)

-   8D:Y R2/2 

オリーブ黒色 粘土 粘性あり しまりややあり
25Y2/1黒色上をブロック状に合も

第29図  2層 上面平面図 。SD2・ 3断面図

ある。上端幅は0.8～ 1.6m、 下端幅20～ 35clll、 深さは20clllで ある。底面は平坦で西方向へ緩や

かに傾斜 している。なお、 SD4の上層には 1層段階の溝跡が確認されている。
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0               3m

粘性あり しまりややあ り 層全体に植物遺体を含む
層下部にマンガン粒を含む

榊
十

A
86m―引

SD4
① 25 2/1 黒色 粘土

lm

第30図  3層上面平面図 。SD4断面図

く出土遺物〉堆積土は1層である。遺物は陶磁器、種子等が出土しているが、図示できたのは

1点だけである。

陶器 (第32図・写真67-1)

碗の底部であり、漆が断面に付着している。産地は唐津が考えられ、長石釉が施されている。

時期は16世紀末から17世紀初頭の間の頃のものと思われる。

(3)9層上面

9層水田跡 (第31図・写真17・ 18)

〈遺構状況〉 9層上面で小区画に区画される水田跡を全面で検出した。水田跡は大区画を形成

する大畦畔 3条 と、さらに大区画を細かく分割し、小区画を形成する小畦畔、水口等から構成

されている。畦畔は直上の8a層下面で検出しているが、遺存状況に違いが認められ、一部良

好でないところがある。遺物は大畦畔 1中 より樹木が出土しているが、他に遺物の出土はみら

れなかった。

〈耕作土〉耕作土は大畦畔 1を境として分解の度合いに違いが認められ北側 (大区画 1・ 2)

では分解が進んでおり、南側 (大区画 3～ 5)ではあまり分解が進まず層中に9b層、10層を

プロック状に含んでいる。耕作土は主に直下の自然堆積層である9b層、10層 を撹拌する事に
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唯畔2

唯畔 1

9層水田跡平面図



区 画 名 面  積  ⑪ 標  高  lR‐ Ill 上面 高 低 差 en 水 口 備 考

① 8.290^フ 8.295 0.5 不 明 一部検 出

② 8.235´ ヤヽ8.265 1 一 部 検 出

⑥ 8.225-ヤ 8.280 5.5 2 全面検 出

④ 8.245^ヤ 8.295 5.0 1? 一部検 出

⑤ 8.300^ヤ 8.325 不 明 一部検 出

⑥ 0.78 8.255ヽマ8_270 1_5 l 全面検 出

⑦ 0.47 8.255´トヤ8.265 1.0 1? 一部検 出

⑥ 6.46 8.200^V8.275 7.5 2? 全面検 出

◎ 8,275ヽマ8.265 1.0 l 全面検 出

⑩ 8.225-ヤ 8.280 6.5 3 全 面 検 出

① 8.205-8.220 1.5 2 全 面 検 出

⑫ 8,195ヽマ8,210 1.5 1? 一部検 出

⑬ 0.22 8 240⌒ヤ8 290 不 明 一部検 出

⑭ 8 255´ ヤヽ8.285 3? 一部検 出

⑮ 8.250-ヤ 8 280 2.5 3 全面検 出

⑮ 8.250^ヤ 8 280 25 1? 一部検 出

⑫ 8.250´―ヤ8 255 不 明 一部検 出

〇 8.240-V8 260 不 明 一部検 出

⑩ 2 43 8.200^-8 225 2 5 3? 一部検 出

⑩ 3.89 8.210^マ 8.240 3 全面検 出

⑪ 3.05 90-8 3 全 面 検 出

② 85-V8.200 15 2 全 面 検 出

④ 75⌒ヤ8.195 一部検 出

② 0.09 50^マ 8.160 1.0 1? 一部検 出

⑮ 1.65 40-8.155 1,0 不 明 一部検 出

第 2章 調査結果

第4表  9層水田区画計測表

よって形成されたものと考えられる。耕作上の厚さは 2～ 14clllで あるが、大畦畔 1の北狽1部分

では平均 9伽、南側部分では平均 5伽であ り分解度の差 と同様に耕作深度にも違いが認められ

るも耕作土の下面は起伏が著 しい。なお、大畦畔 1の直下には擬似畦畔Bが認められ、 1が安

定 した継続的な畦畔であったため、この部分だけが耕作により撹乱を免れて形成 されたものと

理解される。

〈畦畔の配列〉大畦畔 1は直線的に延びてお り、方向はN-66° 一Wで、調査区内での全体的

な地形の傾斜 とほぼ直行する。大畦畔 2・ 3は大畦畔 1と 直行方向 (N-21°～ 23° 一E)に

延びている。大畦畔の交点は 2箇所認められ、「十」字状、「 T」 字状のものがある。区画毎の

小畦畔は水口によって断片的であった り、やや弯曲したものがみられるが、ほばいずれかの大

畦畔の方向をとってお り連続性を示 している。大畦畔に直行方向より平行方向に延びる畦畔の

ほ うがより連続性を示 している。

〈畦畔の規模〉畦畔は耕作土 と同 じ9a層 を盛 り上げて作られている。下端幅は大畦畔では

160clll前 後であ り、耕作土上面からの高さは 3～ 5 clllで ある。小畦畔は画一性を欠 くが、70cm

前後のものが多 くみられる。耕作土上面からの高さは約 2 clllで ある。
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〈水田 1区画の形状と規模〉大畦畔によって区画される水田区画が 5区画検出されている。(大

区画 1～ 5)大区画はいずれも区画全体が検出されていないので明確な形状、規模は不明であ

る。しかし、大畦畔の検出状況からみると大区画 1・ 4では短辺の全長がほぼ検出できてお り、

北西から南東を短辺 (約 5m)と する短冊形を基調とした区画の存在が想定できる。小区画は

全部で25区画検出されているが、整形のものは少なく方形、三角形を基調とするものが多くみ

られる。 (こ のうち全面が検出できたものは 9区画であった。大 1-1、 大 2-4、 大 3-1、

大 4-3、 大 5-0)1区 画の面積には17rか ら 14fを切るものまであり区画に規格性がみら

れない。

〈水口〉水日は大畦畔、小畦畔とも認められた。そのうち大畦畔 2上で認められたものは大区

画間のものと考えられ、その他のものは小畦畔間のものと考えられる。水口底面の標高は耕作

土上面の高さとほぼ同じか、やや低い。設けられた水口は取 り囲む畦畔の 1箇所から3箇所認

められるものがある。大区画 2で大畦畔 1と 北側で接する畦畔との間には 1方向へ水日が連続

する傾向がみられるが、他の部分では明確な連続性は認められなかった。

(→ その他の出土遺物 (第32図・写真67)

基本層 2・ 3層から陶磁器片、土師質土器、鉄製品、鋼製品等が出土している。このうち図

示できたのは 2点のみである。2は、蹄鉄である。接地面に釘打ち溝がないものである。3は、

肥前産の蓋である。外面は菊文、内面は見込みに松竹梅文が染め付けられている。時期は明治

以降頃の所産であろう。図示はできなかったが、そのほかに産地・年代などが確定できた陶磁

器は 5点である。 2層からは、相馬産の灰釉・ 白濁釉碗が 2点で、時期は18世紀後半頃のもの

であろう。3層からは、肥前産の染め付けのとっくり、相馬産白濁釉皿、瀬戸・美濃灰釉皿で、

時期はいずれも18世紀後半頃のものであろう。

⊂fう一

0           5          10Cm

挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種 別 器 種 遺存度 口径ω 底径61 器高⑪ 特 徴

第32図 -1 写真67-1 SD-4 陶器 碗 唐津、16世紀末～17世紀初、漆付着

挿図番号 図版番号 遺構・層位 種  別 器 種 長 さ 何 幅  ω 厚 さ 4El 重 さ (0 特 徴

第32図 -2 写真67-4 2層 鉄製品 踊 鉄 溝な し

挿目番号 図版番号 遺構・ 層位 種 別 器 笹 遺存震 口径t4 底径tH 器高⑪ 特 徴

第32図 -3 写真67-3 2層 薩 器 蓋 25 肥前、明治以降、楽‖ (外題―菊夜、内面一松竹梅又)

出土遺物
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4.遺構の所属年代 とまとめ

1.今回検出された遺構は9層水田跡、SD203・ 4である。また、水田土壌の可能性のあ

る層としては、 2。 3a・ 3b・ 8b層があげられ、SD4は 3層段階の水路、SD2・ 3

は 2層段階の水路の可能性が考えられる。SD4とほぼ流路を同じくして、 1層段階の水路

が確認されており、継続的に利用されていたものと考えられる。

2.検出遺構と各層の所属年代であるが、今回の調査では時期を決定する資料に乏しく、層位

の対応が可能である隣接の第38次調査 (渡部 :1989)・ 第54次調査 (中富 :1990)の結果を

踏まえれば、以下のような所属年代の想定が可能であろう。

・ 9層 ―弥生時代 (桝形囲式期～十三塚式期)

・ 3層 ―近世

・ 2層 ―近世～現代以前

3.検出された 9層水田跡では、大畦畔 3条と区画を細く区切る小畦畔とこれらによって区画

される小区画の水田が25区画確認された (一部検出も含む。)。 このような小区画の水田は、

周囲の調査 (富沢28・ 29・ 46・ 53次調査)でも多く検出されており、富沢地区 (富沢遺跡北

部A地区)でのこの時期 (桝形囲式期～十三塚式)の特徴的な水田形態といえよう。また、

大畦畔 1を境として耕作上の分解に違いが見られる。これは、耕作深度あるいは耕作回数の

差異と考えることもでき、同様に耕作上の分解に違いの認められる水田跡は、 でも検出さ

れている。しかし、小区画水田が検出された地点全てがこのような状態ではないので、どの

ような原因が考えられるかについては不切であり今後の調査において検証されていくことで

あろう。
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1.調査方法

調査区の設定面積は約 17× 10m(177m2)で ぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕

作土)下部までを重機で除去 し、以下は人力により行った。調査区内には土層観察及び排水用

の側溝を設けている。調査は14層上面までは、調査区全面の精査を実施 し、14層以下は、約 9

×6mの試掘区を設けて掘 り下げた (最下層面では約1.6× 1.6m)。 遺構の測量は、任意に設

定 した 5× 5mグ リッド (南北軸A～ E、 東西軸 1～ 2)を基準として実施 した。なお、グリ

ッド基準杭 (杭 A・ B)の平面直角座標系Xにおける座標値を計測 し、遺跡内の正確な位置を

把握 している (杭A:X=-197459.676m、 Y=+3983.081m ttB:X=-197474.217m、

Y三 十3986.816m)。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別42層、細別では43層が確認された。各層の土質は、5層まで

が粘土、6層から22層 までは泥灰土あるいは泥炭質粘土、23層 から31層 までは粘土、32層から40

A

,/

I

0                     50m

第33図 調査区位置図 。設定図

0                    10m

～21b層

～33層

醒
～26層

～23層

～18層



層までは砂層を介在する粘上、41層以下は砂質ンル

ト及び砂となる。34層 以下の各層は、堅 くしまって

お り、特に35～39層 までの各層では著 しい。グライ

化は、32層以下から漸時進み、33層 以下では顕著で

ある。 3・ 4・ 30層からは、火山灰が検出されてい

る。この内 3・ 4層中のものは灰白色火山灰である。

3層中の火山灰は、 4層中に入っていたものが、後

の 3層の撹乱により3層中に巻き上げられたもので

ある。また、30層 中のものは、第28次調査29層 中検

出のものと同一のものと考えられる。39層からは、

第 2章 調査結果

盛 上

▼ A

0           1m

第34図 基本層序

腐植 した珂ヽ枝等の樹木片が少量出上 した。 この層は 80m

第30次調査25・ 26層 に対応する可能性がある。現代

のものを除 く明確な水田土壌は 3・ 4・ 5。 11層 の各

層であるが、 2層 も水田土壌の可能性がある。遺物

出土層は 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 8・ 33層 である。各層の傾

きとしては、 1～ 14層 までは南西 。北東方向へのご

く緩やかな下 り傾斜と東・ 北西方向の緩やかな上 り

傾斜を示す。15層以下では調査区が狭 く全体的な傾

向性はつかめないが、ほぼ水平である。ただし、34

層以下では層の起伏が著 しい。なお、当調査区の基

本層序の内、 1～ 14層の各層は、富沢遺跡北部A地

区基本層序 (佐藤 :1992)と 対応関係が認められる。

3.検出遺構と出土遺物

3層・ 4層・ 5層・ H層で水田跡が検出された。ただ し、 3・ 5層に関 しては耕作上のみの

検出である。また、 4層上面では土坑 1基 (SKl)、 7層上面では溝跡 1条 (SDl)、 14層

上面では樹木片の集中が 1箇所検出された。

(1)4層 上面

1号土坑―SKl― (第 38・ 40・ 写真20)

〈遺構状況〉調査区の南側、D-1・ 2グ リッドに位置する。検出地点は、 1層下、直接 4層

あるいは 6層 とな り、土坑本来の掘 り込み層位は不明である。上端・ 下端平面形 とも楕円形を

型
三
=正

三章と墾逹三 ―
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目序 色 調 土  質 層厚tu 酸 化 鉄 混   入  物 水口土壌 備

黒褐色    loY R3/1 粘土 下面に集積 砂 粒 ○

灰黄褐色   10YR4/2 砂質ツル 最管状斑紋 砂 租 部分的な分布

黒     loY R2/1 附上 筆誉状斑叔 灰白色火山灰ブロック少登・下層ノロック 〇 部分的なか布・ 下面起伏

暗褐色    loYR3/3 粘 土 2～ 16 壁管状斑紋 灰白色火山灰メoッ ク部分的に

'豊

・下都に下層ブ O 下面起伏

黒褐色    loYR3/1 粘土 量管状斑紋 植物遺体少量・ 下層ブロ ○ 帯状の分布・下面起伏

黒     10YR2/1
暗褐色    7 5YR3/4
にがい黄褐色 10Y R5/4

泥炭土

泥炭土

泥炭質粘土

2～ 16 筆管状斑紋 互層

灰黄褐色   loY R4/2

黒暗色    loY R2/1

にどい黄褐色 iOYR5/4

泥炭質粘土

泥炭土

泥炭質粘土

霊管状斑紋 互層

灰黄褐色   loY R4/2 泥炭質粘土 量管状斑紋 部分的に黒色・ にすい黄色の互層あ り

褐色     75YR4/3

黒     loYR2/1
泥炭土

泥炭土
量管状班紋 互層・上部褐色中に

=い
黄褐色泥炭質粘土

黒      loYR1 7/1
にボい黄褐色 10Y R5/4

灰黄褐色   iOY R4/2

泥炭土

泥炭質精土

泥炭質粘土

量管状斑紋 互層 。最下の灰黄色のみになる場合あり

黒褐色    loY R3/1 泥炭質粘土 2～ 18 植物遺体多量・ 下層ブロック多登 ○ 下面起伏

黒     loY R2/1
黒褐色    10YR3/2
にどい黄褐色 10Y R4/3

泥炭■

泥炭土

泥炭質粘土

互層・最下のにぷい煮褐色は一部に認めらオι

黒      loYR1 7/1 泥炭土 下面起伏

黒褐色    ユoYR3/2 泥炭土

黒      loY R2/1 泥炭土

黒褐色    IoYR3/2
にボい黄褐色 10YR4/3

泥炭

泥炭質粘土
互層・上端・下端はにぶい責褐色

黒      loY R2/ユ 泥炭質粘土

灰芸褐色   10Y R4/2 泥炭質粘土 部分的に黒色とにFい黄掲色との互層・下端は泥炭

黒      loYR1 7/1 泥炭質粘土 上半植物遺体多量 下半黒色歌し

灰黄褐色   IoY R4/2 泥炭質粘土 部分的に黒色と互層

にがい黄褐色 10YR4/3 泥炭土 21bが 自然 カクハンしたもの

暗褐色    10Y R3/4 泥炭土 部分的に黒色とにがい黄褐色との互層
里
ト

10Y R2/1

10YR1 771

泥炭質粘土

粘土
18-28 下部の黒色粘土にも植物遺体 互層 。上半はに言い黄褐色粘上 との互層

にがい黄褐色 10Y R5/3

黒     loYR1 7/1
粘土

粘土
植物遺体 互層

黒褐色    loY R3/1

黒色     loYR1 7/1

土

土

絡

粘
植物遺体 互層

にぶい黄褐色 10Y R5/3 粘 土 植物遺体 褐灰色の粘上の横すじ多数

掲灰色    loY R4/1 粘 土 植物遺体

におい黄褐色 1つ Y R5/3 粘土 植物遺体

褐灰色    10Y R4/1 粘土 植物遺体

黒褐色    10Y R3/1 粘 土 植物遺体

掲灰色    ЮYR5/1 粘土 植物遺体・φ5mの 灰白色の火山灰ブロッタ多畳

黒褐色    loYR3/1 粘土

褐灰色    10Y R5/1 粘土 粗 砂 ,2 cIの 黒色消土斑点多数・ グライ化

明緑灰色   loG Y7/1 粕 上 粗 t17 φ2側 の黒色粘上斑点 多数・ グライ化

緑灰色    10G Y6/1

緑灰色    5C5/1
砂

砂
3～ 24 粗 砂 しまり有・ グライ化・起伏顔著

緑灰色    loc6/1 粘 土 まり強・ グライ化・起伏顔著

緑灰色    5G5/1 砂 層 種砂 まり強・ グライ化・起伏顕著

暗緑灰色   5G4/1 粕 士 粗 砂 (緑 色 ) 多量 まり強・ グライ化・ 起伏顔著

緑灰色    7 5G Y6/1 粘 土 まり強・ グライ化・ 起伏顕著

灰褐色    7 5YR4/2 粘土 小校手の樹木を少登 腐植上層 。しまり強・ グライ化・ 起伏顕著

緑灰色    Юc Y5/1 粘 土 まり強・ グライ化・起伏顔著

緑灰色    7 5GY6/1 砂質 シ 細砂多量 まり右・ グライ化・ 起伏顕著

緑灰色    7 5CY5/1 砂 粗 砂 まり有・ グライ化・ 起伏顕著
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第 3節 宮沢遺跡第81次調査

呈す。上端規模約 130× 90clll、 下端規模約85× 55cmで 、深さは約30cmを測る。壁面は緩やかに

立ち上が り、底面には凹凸が認められる。推積土は単層である。堆積土中には、検出層以下の

基本層ブロックが多量に含まれてお り、短時間に人為的に埋め戻された様相を呈す。土坑の性

格は不明である。

(出 土遺物〉堆積上の上部 より磁器の破片資料が 1点出上 したのみである。この磁器 (写真68

-2)は 、肥前産の染付の椀で、製作年代は江戸時代後半頃と考えられる。

A
96m_引

B
96m_引

TB    SKl 堆積土
c♯彗 魯 澪 欅号層

'参

ロック多量、灰白色火山灰ブロックを合む

0          1m

第38図 SKl平面図・断面図

4層水田跡 (第 37・ 39。 40図・ 写真19,25。 68)

〈遺構状況〉 4層上面及び少 し4層を下げた段階で、帝状に延びる 5層の若子の高まりが検出

された。これは 5層水田跡に伴 う畦畔の可能性もあるが、 5層が帯状部分にしか存在 しない点

(第37図 ,写真25)よ り、 4層水田跡に伴 う擬似畦畔 Bと 考えられる。擬似畦畔Bは、ほぼ真

北方向に直線的に延びるものとこれにほぼ直角に交わる 2条が検出されている。両畦畔の交わ

り方は「T字」状で、方形を呈する 3区画の水田の存在が推定される。擬似畦畔Bの幅は約70

～100clllで 水日の有無は不明である。耕作上の土質は粘上で、下面の起伏は顕著である。厚 さ

は上層の撹乱でかな り削平されてお り、平均で 8 clll程 である。耕作土中には、部分的に灰白色

火山灰の小ブロックを多量に合む箇所が認められ、下部には下層ブロックを含む。なお、耕作

上下面には鉄分の集積層は認められない。

〈出土遺物〉土師器片 1点 と須恵器片 4点が出土 している。土師器片は甕の体部資料であるが、

小破片のため図化不可能であった。また、内外面摩滅 してお り調整 も不明である。 4点の須恵

器片及び 2・ 3層出上の須恵器片は全て同一個体であっ

た。 1/2程復元できる外 (第39図 )で、底部は回転糸切

りの後無調整のものである。

〆
ト

SKl

」

Ａ
引

第39図  4層水田跡出土遺物
挿図番号 図版番号 遺構・ 層位 種 別I 器  種 遺存度 口 径  ω 底径 m 器高 ω 特 徴

第30図 写真68-1 4層 須恵器 雰 約 1/2 62 底部切 り難し一回転糸切無調整
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0              3m
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第40図 4層水田跡擬似陸畔 B・ SKl平面図



第 3節 富沢遺跡第81次調査

(2)7層上面

1号溝跡―SDl― (第 35・ 36・ 41図・写真21)

調査区の南側、D-1・ 2グ リッドに位置し、調査区を東西方向に横切る小規模な溝跡であ

る。一部をSKlに切られる。上端幅40clll前後、深さ 5 clll前 後で、断面形は「U字」状を呈す

る。堆積土は上層の 6層が入 り込みこの溝跡の堆積土となっている。出土遺物は無い。溝跡の

性格であるが、人為的な溝というよりは、その規模、堆積土状況から自然流路跡の可能性が高

い 。

1     1    1    2    1

0             3m

第41図  SDl平面図

(3)11層上面

11層水田跡 (第 35。 37・ 42図・写真22・ 23・ 26～28)

小区画の水田が10区画以上検出された。畦畔の検出面は 9層下面から10層上面である。水田

跡に伴う出土遺物は無かった。

〈畦畔の規模〉畦畔は耕作土と同一土壌-11層―を盛 り上げて作られている。畦畔には、畦畔

1の ように下端幅 1～ 1.5mの広いものと、30～ 50clllの 狭いものの両者が認められる。下端幅

の広いものの内、畦畔 1は直下層に擬似畦畔Bが形成されていることより大畦畔と考えられる

(第37図 )。 下端幅が狭いものは大畦畔に対しての小畦畔とみられる。畦畔 1を除く下端幅の

広いものは、擬似畦畔Bの存在が明確でないことより、大畦畔なのか小畦畔が崩れて広がった

ものなのか判別できない。耕作土上面からの高さは大畦畔 (畦畔 1)が 8 ctll前 後、小畦畔が

2～ 4 clllで ある。

Υ

一
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／

一
↓

】
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応
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″
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第42図  11層水 田跡 平面 図
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第 3節 富沢遺跡第81次調査

〈畦畔の配列〉大畦畔である畦畔 1の方向性 (N-75° 一W)に対し、他の畦畔はほぼ平行か

直交方向を取る。畦畔 1と 同一方向のものは直線的で無いにしろ連続性が認められるが、直交

方向のものは連続性に欠ける。畦畔の交わ り方は「十」状・「 T」 字状の両者がみられる。

(水田 1区画の形状と規模〉明確に区画の形状と面積が判るものあるいは推定できるものは 5

区画である (区画①～⑤)。 これらの区画の形状は、畦畔が直線的でないために不整形ではあ

るが、ほぼ方形を基調としている。区画面積は大 。中・ 小の 3つに分けられる。大は区画③が

これに相当し、104f前後のもの。中は区画④・⑤がこれに相当し、 34r前後のもの。小は区画

① o②がこれに相当し、 lΥ前後のものである。不明確な区画の内、区画④・⑤の南側・ 西側

。東側の区画は、畦畔の残存状況より中の区画面積とも考えられる。その場合、中の区画面積

のものは、全て畦畔 2の南側に位置したことになる。区画①の西側の区画は、小の区画面積と

考えられ、大畦畔の南側に沿って小の区画面積のものが並らべている。区画③の東側にも大畦

畔の南側に位置する小の規模の区画らしきものが 2区画認められるが、この 2区画に関しては、

畦畔上の窪の可能性もあり、積極的に区画として認定できない。

〈耕作土と耕作域〉12層あるいは13層上部までを撹拌し、泥炭質粘上の耕作土としているが、

全体的に母材となった層の撹拌状況は悪い。Dラ イン以南になるとその状況はさらに悪くなり、

また、耕作土も薄く、12層 も厚く残存しており、畦畔が途切れる以南は、非耕作域となってい

た可能性もある。耕作上の厚さは下面の起伏が顕著で安定していないが、平均で 8 clll前 後、最

大で18clllで ある。下面には鉄分の集積層は認められない。

(水田面の傾斜〉全体の水田面の標高は9.10～ 9。 16mで、北側方向・南側方向に緩やかな下 り

傾斜、北西側方向 。東側方向に緩やかな上 り傾斜となり、全体的な一方向への傾斜は認められ

ない。各区画内の耕作土上面の比高差は、区画面積が大のものが約 4 clll(区画⑤4.lclll)、 区画

面積が中のものが約2.5clll(区画③2.4clll、 区画④2.7clll)、 区画面積が小のものが約1.5clll(区

画①l.3clll、 区画②l.7ctll)で 、いずれも5 clll以下であった。

く水口〉水口は大畦畔には認められなかったが、小畦畔として認識できるもの全てに認められ

た。水口底面のレベルは、耕作土上面よりやや高いものとはば同じものがある。水口が取 り付

く位置には傾向性は見られないが、区画②のように 3辺の畦畔に水口を設けるものも認められ

た。

(4)14層上面

樹木片集中箇所 (第43図 。写真24)

B-2グ リッド南西コーナー付近で、樹木片がまとまって出上した。全て直径10clll以下の自

然の樹木で、最長のものは約 2mを測る。人工的な切断面、加工面は持たない。また、火を受

けた痕跡も樹木及び周辺の14層には認められなかった。出土地点の14層上面が窪地状になって
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いたことより、流木がこの部分に集中したものと考えられる。

0           1m

第43図 14層上面樹木片集中地点平面図

6)その他の出土遺物 (第44図・写真68)

基本層 1・ 2・ 3・ 8・ 33層 から土師器片・ 赤焼土器片・ 須恵器片・ 土師質土器片・ 陶器片

・ 磁器片・ 礫石器・ 杭が合計10点 出上 した。この内、礫石器 と杭を除 くものは、細片で、図化

不可能であった。土師器片は 1層 より、赤焼土器片は 3層 より各 1点の出上である。須恵器片

は、 2・ 3層 より各 1点出土 したが、これらは 4層水田跡出上の不 と同一のものである。土師

質土器片・ 陶器片・ 磁器片は全て 1層 出上で、この内、陶器・ 磁器は全て近世以降のものであ

る。杭は 8層下面で 1点出上 している (第44図 1)。 直径約 3 clllの 九木を素材 とした細いもの

である。出土地点はD-2グ リッドの北側で、南西方向に斜めに打たれてお り、先端は 9層上

部に達 している。大半を欠失 してお り、正確な打ち込み層位は不明である。礫石器は33層上面

より1点出土 している (第44図 2)。 この礫石器は、 1面のみに擦痕を持つやや偏平な磨石で

ある。

嘲

‐

⑥
耐
＝
ひ
ψ

第44図 出土遺物
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4.遺構の所属年代とまとめ

1.検出遺構としては、 SKl、 SDl、 3層・ 4層・ 5層 。11層 の 4期の水田跡が検出され

た。また、水田跡の可能性がある層 としては、基本層 2層が上げられる。

2.4層上面検出のSKlは 、掘 り込み層位が不明な土坑であるが、その出土遺物 より3層以

降の可能性が強い。

3,7層上面検出の SDlは 、小規模な溝跡であるが、自然の水の流れによって形成された自

然流路跡 と考えられる。

4.4期の水田跡の内、 3層・ 5層の各水田跡は耕作土のみの検出である。 しか し、両層は富

沢遺跡北部A地区基本層序 (佐藤 :1992)の 3a層・ 5層に対応 し、この基本層序に包括され

る第 5。 7・ 14次調査区等で畦畔が検出されていることより水田跡 と認定 した。

5。 検出水田跡の所属年代であるが、出土遺物が皆無、あるいは数量的に乏 しいことより、出

上遺物からの時代決定は困難であるが、 4層中に灰白色火山灰が混 じること、富沢遺跡北部A

地区基本層序との層の対応関係が可能であったことより、以下のような所属年代が想定される。

。3層水田跡―近世

・ 4層水田跡―平安時代 (灰 白色火山灰降下以降)

・ 5層水田跡―古墳時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下以前)以前

。H層水田跡―弥生時代 (桝形囲式期 )

6.基本層 1層から14層 までは、富沢遺跡北部A地区基本層序 との対応関係が認められる。そ

の対応関係は以下のとお りである。

・ 1層 (富沢遺跡北部A地区基本層序 1層 ) 。2層 (同 2層)   ・ 3層 (同 3a層 )

。4層 (同 4a層)  ・ 5層 (同 5層)  。6層 (同 7層)   ・ 7層 (同 8b層 )

・ 8層 (同 9b層)  。9層 (同 10a層) ・ 10層 (同 10c・ e層 ) ・ H層 (同 H層 )

・ 12層 (同 12a・ b層 )・ 13層 (同 13層)  ・ 14層 (同 14層 )

7.基本層32層 から42層 までは、宮沢遺跡第30次調査下層基本層序 (太田 :1991)と 対応する

可能性がある。その対応関係は、以下のとお りである。

・ 33層 (富沢遺跡第30次調査16層)   ・ 34層 (同 17層)   ・ 35層 (同 18層 )

・ 36層 (同 19層)  。37層 (同 19層) ・ 38層 (同 19・ 20層) ・ 39層 (同 25・ 26層 )

・ 40層 (同 27層)  。41層 (同 28層 ) 。42層 (同 28層 )
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第 4節 富沢遺跡第82次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約6.7× 7.lm(43.314r)で ある。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水

田耕作土)ま でを重機で排除し、以下は人力により行った。調査区内には土層観察及び排水用

の側溝を設けた。 9層 までは調査区全面の精査を実施し、10層以下は約 2× 3mの試掘区を設

けて掘 り下げた。遺構の測量は、杭A・ Bを基準にして実施した。なお、基準杭の平面直角座

標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭A:X=-197,677.

05m Y=+3,703.59m ttB:X=-197,683.81m Y=+3,705.46m)。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別26層、細別28層 が確認された。各層の上質は粘上が主体であ

るが 6層～15層 は泥炭質粘土となっている。 16層から以下はグライ化が進み、砂、粘上が交互

に堆積 している。現代のものをのぞ く水田土壊の可能性のあるのは、 3・ 4・ 5・ 7・ 9層で

ある。 2～ 4層中から灰白色火山灰を検出しているが、下層からの巻き上げと考えられる。全

体的な層の傾きは東側にごく緩やかに下がっている。なお、当調査区の約50m北側に第30次調

査区があ り基本層序に対応関係が認められる。対応関係については後述する。

Ｊ
「
―
―

第45図 調査区位置図・ 設定図
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3.検 出遺構 と出土遺物

(1)5層上面

1号滞跡―SDl― (第47図 )

北西から南東方向へ直線的に延びる溝跡である。

上端幅約65clll、 下端幅30～ 38ctll、 深さ約24clllで ある。

底面は平坦で南東へわずかに下がる程度である。堆

積土は 1層 で、層下部に植物遺体を若千含んでいる。

遺物は出上しなかった。

(2)そ の他の出土遺物 (第48図 )

14層、15a層から磨石が 1点づつ出上している。

(1、 2)磨面は片面にのみ認められ非常に滑らか

である。

(3)は 1層下部より出上しており脚か台の破片と考

えられるが、類例がなく器形の特定が困難である。

時期は江戸以降と考えられる。今後の資料の増加を

待ちたい。

他には 4層から須恵器片が出土しているが図示は

困難である。

H5m VA

盛  土

10

12

15b
80m

70m

60m

0           1m

17

18

19

23

黒      25Y2/〕 粘上 16 層上部糸根状
医臼色火山灰・ 層中に 5層・ 6

層の上をアロック状に合主f
下面著しく凸凹

未分解の植物遺体 (多登】

黒褐色    25Y3/1 泥灰質粘士
未分解の積物遺体

16
オ リーブ灰色 2 5CY6/1

砂

砂

綱

細
未分解の植物遺体

巴入
付

一円
灰

晴
緑 S CSノ 1

IBI砂

砂管粘■
砂、粘上のうすい互層・ グライ化

第46図 基本思序
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① 10Y R2/1 黒色 粘土 尿化物片、マンガン粒を含む

層下部に未分解の植物遺体を含む

0           1m

第47図  SDl平 面図・ 断面図

(3)下層の調査

旧石器時代に相当する層の調査は、 1× lmの調査区を設定し26層 まで実施した。富沢遺跡

で旧石器時代の植物遺体などを出土する層 (腐食粘土膚))の確認につとめたが、当調査地点で

は検出されなかった。

4.所 属年代 とま とめ

1.検出遺構は 5層上面で溝跡が 1条検出されたのみであるが、その性格については不明であ

ると 3・ 4・ 5・ 7・ 9層の各層は、その層相観察より水田土壌の可能性が高い。

2.各層の所属年代であるが、隣接する第30次調査区との対応より以下の所属年代が想定され

るが、出土遺物が少なく、また、遺構の検出も少ないので確定的なものではなく幅のあるもの

であると考えられる。

82次調査区  30次調査区   所属年代

3層     4・ 5層    中世～

4層     6・ 7層    平安時代 (灰白色火山灰降下以降)

5層     8a層      古墳時代

6層

7層

8d層

9層

弥生時代～古墳時代
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8層     10層

9層     H層

10層     12層

弥生時代

14・ 15層   13・ 14・ 15層  縄文時代

16層

17層

3.第30次調査との関連から、16層以下は旧石器時代に含まれる層の可能性が考えられるが、

第30次調査で確認された旧石器時代の樹木を含む腐食粘土層が当調査地点では認められず、水

性堆積を示す層が厚 く堆積していることが確認された。このことにより第30次調査の南西側で

は、当時の人々が生活できる環境ではなく水性堆積作用を受ける環境にあった可能性が考えら

れる。さらに周辺の地域の調査が進むことによってより詳しい環境復元が可能となろう。

17層

19層

挿図番号 図版番号 遺構・層位 種  別 器  種 遺存度 口径∩ 底径ω 器高61 特 徴

第48図 -1 I層 陶  器 不  明 (128) 暗赤褐 鉄釉、江戸以後17C、 器台(P)

lF図番号 図版番号 鯖

第48図 -2 写真69-1

写真69-2 14層 239  1 206 安山岩

第48図 出土遺物

(註 1)腐食粘土層については富沢遺跡第57次調査 (佐藤他 :1991)を参照
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第 5節 富沢遺跡第83次調査

調査方法

調査区の設定面積は約21× Hm(231m2)で ぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕

作土)下部までを重機で除去 し、以下は人力により行った。調査区内には土層観察及び排水用

の側溝を設けている。調査は16層上面までは、調査区全面の精査を実施 し、16層以下は、約 8

×6mの試掘区を設けて掘 り下げた (最下層面では約2.8× 2.6m)。 遺構の測量は、任意に設

定 した 4× 4mグ リッド (南北軸A～ F、 東西軸 1～ 4)を基準 として実施 した。なお、グリ

ッド基準杭 (杭 A・ B)の平面直角座標系Xにおける座標値を計測 し、遺跡内の正確な位置を

把握 している (杭A:X=-197633599m、 Y三 十4113.633m ttB:X=-197617.996m、

Y=+4110.H3m)。

2.基本層序

今回の調査では、盛土下に大別38層 、細別では40層 が確認された。各層の土質は、 7層 まで

が粘土、8層から25層 までは主として泥灰土あるいは泥戊質粘上、26層 から35層 までは粘土、36

以下は粘土層を若千介在するが砂となる。35層 以下の各層は、堅 くしまってお り、特に37層 以

下では著 しい。グライ化は、31層以下から漸時進み、32層以下では顕著である。3・ 4・ 5。 29

層からは、火山灰が検出されている。この内 3・ 4・ 5層中のものは灰白色火山灰である。 3

・ 4層中の火山灰は、 5層中に入っていたものが、後の 3・ 4層の撹乱により3・ 4層中に巻

」(      _

X、 、
Jθ ″。25"

E

F

0               1om

第49図 調査区位置図・ 設定図

|

0            50m

11 2 1  3 1 4
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き上げられたものである。また、29層中のものは、

第28次調査29層 中検出のものと同一のものと考えら

れる。現代のものを除く明確な水田土壌は 3・ 5・

6。 12a・ 13層の各層であるが、 2・ 4・ 7層の各

層も水田土壌の可能性がある。遺物出土層は 102

・ 3・ 4・ 5・ 6・ 8・ 12層である。各層の傾きと

しては、 1～ 17層 までは南方へのややきつい下 り傾

斜 (勾配約 1%)を傾斜を示す。18層以下では、調

査区が狭く全体的な傾向性はつかめないが、19層以

下では傾斜方向が変化し、東方への緩やかな下 り傾

斜となる。ただし、31層以下では、層が不安定とな

り、傾斜方向の傾向性は認められない。なお、当調

査区の基本層序の内、 1～ 17層の各層は、富沢遺跡

北部A地区基本層序 (佐藤 :1991)と 対応関係が認

められる。

3.検出遺構と出土遺物

3層・ 5層・ 6層・12a層・ 13層で水田跡が検出さ

れた。ただし、 5・ 6層に関しては耕作上のみの検

出である。また、5水田跡上面では自然流路跡が、34

層上面では河川跡が 1流路 (SRl)が検出された。

(1)3層上面

3層水田跡

(第54～ 56図・写真35。 36・ 47～ 49,70,71)

ほぼ真北方向をとる畦畔とほぼこれに直行方向に

交わる畦畔と段差による、 5区画の水田跡が検出さ

れた。畦畔の検出面は 2層中である。直上層の撹乱

により、本来の水田面は保持していない。このため

南北畦畔 。東西畦畔とも遺存状態が悪く、断片的な

検出である。

〈畦畔と区画〉

100m

盛  土

9,Om

こ多皇三≦堅こ≡≡≡≡≧≡量≧≡≡茎ここ≡≡

=室

茎茎重重ニュ21

70m              22

27                            ~

ち:
30

※O・④はSRI堆嶺土

0           1m

第50図 基本層序

畦畔は、耕作土と同一土壌-3層―を盛 り上げて作られている。南北畦畔、東



第 2章 調査結果

徹砂

黒褐色     10Y R3/1 雅 土 量管状斑紋
火山灰粒少量

○

黒       10Y R2/, 粘 土 2～ 8 録管状斑紋
マンオン結核・ 下部に下層 ブロック・ 灰自色

火山灰村少
=

褐灰色     10Y4/1 粘 土 量管状斑紋
火山灰 ブロック

O

8

黒       10YR1 7/1
にがい黄獲色  10Y R6/3
黒褐色     10Y R3/1

泥炭土

粘土

泥炭質粘土

量管状斑紋 互層

黒       10Y R2/1
粕土

泥炭士 量管状斑紋 互層

黒       10YR1 7/1
階赤褐色    5 YR3/2
にがい黄褐色  10YR5/3
黒       10YR1 7′ 1

泥炭上

粘土
互層

褐灰色     10Y R4/1
にどい黄獲色  10YR6/3
黒       10YR1 7/1

絡土 互層

灰黄褐色    10YR6/2
灰黄褐色    IOYR4/2
に禁い黄褐色  iOYR5/3

粘土 植物遺体 互層

植物遺体を量 (畦畔部分顕著)

黒褐色     10YR2/2
黒      10YR1 7/1
にがい黄獲色  IOYR6/3

泥炭土 互層

黒褐色     10Y R3/1
泥灰 土

植物遺体多登 互層

黒       10YR2/1
にぷい黄澄色  10Y R6/3

泥炭土

粘土
互層

にがい頁FB色   10Y R5/3
黒       10YR1 7/1 キ

土

炭

粘

泥
9～ 18 互層

黒      10YR1 7/1
にぷい黄澄色  10Y R6/3

泥炭土

粘土
互層・ 互層が不明確になる部分あ り

黒褐色     10Y R3/2
黒褐色     10Y R2/2
にぷい黄橙色  10Y R6/3

土

土

炭

炭

土

泥

泥

粘

上部に植物遺体多量 互層

黒褥色     10Y R3/1
灰色     7 5YO/1

主

土

＋

釉

粘

器

植物遺体 互層

巳
　
　
色

掏
　

褐

恭
黒

黒

10YR1 7/1

10Y R3/1

二
土

＋

釉
粘

輩

植物遺体 互層

黒       10Y R2/1
にぶい黄獲色  10Y R6/3
黒       10YR1 7/1

泥炭上

粘土

泥炭土

植物遺体多量 互層

灰黄褐色    10Y R5/2
褐灰色     10Y R4/1
黒       10Y R2/1

土

土

土

粘

粘

粘

植物遺体少量 互層

邑語里
ヽ
塁
ト

10Y R3/1

75Y2/1

土

■

精

粘 植物遺体少量 互層

灰 色 10Y5/1

10YR1 7/1
粘土

泥炭土
植物遺体 互層

黒       25Y2/1 粘土
植物遺体少孟・ 層の中間にφ5cttの 浅黄色火

黒褐色     10Y R3/1
黒        10YR1 7/1
灰色     10Y5/1

土

土

キ

栢

粘

４

植物遺体少五 互層

φ5Шの炭化物粒・植物遺体少量

オリーブ灰色  5CY5/1 F17 植物遺体少量
粗砂・ 間に粘土層介在 。しまり有・

植物遺体少登

緑灰色     565/1 砂
しまり強・ 下にい くに従い砂の成,



A-
4G

B-
4G 5層

本
田
跡

段
塞

―

1彊
響

差
C-
4G

86
m

80
m

13
と

C-
4G

E-
4G

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2ロ

伽 一　 　 ‐２
ｂ

第
51
図
 

調
査

区
東

壁
断

面
図



E-
lG

Wa
酪

酌
赳

畔
|

D-
lG

D-
lG

西
菫

1) C-
lG

5鞘
差

だ些
巳 生
里」

小 畦
呼

一 　 　

３ ４ 　 ９
　 一

１
２
ｂ

　 お

♀
  
  
  

仲

第
52
図
 

調
査

区
西

壁
断

面
図



韻 伽 魯 　 耐 瀬 離 堺 削 鵠 斉 訓 齢

二

F-
2G

F-
3G

F-
4G

12
a層

水
田
跡

大
畦
畔

F-
2G

A-
3G

北
虫

1)

|

A-
2G A-
4G

_こ
7_
__
__
__
―

―
―
―
―
―
一
一
一
―
~~
~

一

‐
５

o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
m

17



.         第2章 調査結果

西畦畔とも下端幅が lm前後であるが、南北畦畔は、D-2グ リッド南半以南は60clll前後と狭

くなる。畦畔の耕作土上面からの高さは、遺存状態の良い場所で約 5 clllで ある。両畦畔の交わ

り方は「十」状で、南北畦畔の封ヒ側は、東西方向の段差に取 り付いている。また、南北畦畔の

南側は、F-1グ リッドで完結しているが、調査区南壁には畦畔の続きが認められており(第53

図)、 この部分に水口が取 り付けられていた可能性がある。段差は、ほぼ直線的に延びる比高

差が 2～ 5 cal程 の低いものである。本来は、段上に畦畔が取 り付いていたものと考えられる。

また、段上では、南北畦畔が更に北方へ延びていた可能性等もあり、区画①は、本来の区画面

積を示しているかどうかは不明である。 1区画全体が検出されたものはないが、各区画の形状

は、方形を基調としている。区画 1辺の長さが判るものは、区画②・③でそれぞれ4.7～5,5m

。3.6～4.lmで ある。

(耕作土〉耕作上の上質は粘上である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを含む。耕

作土の厚さは東西畦畔を境として南側は厚く平均で20clll、 北側は薄く10clll以 下の部分が多く、

耕作上が認められない箇所もある。この差は、水田面の傾斜と上層の撹乱深度の差に起因する。

耕作上下面には鉄分の集積層は認められない。

〈水田面の標高と傾斜〉水田面の標高は8.20～8.50mの間である。水田面は、南下が りのやや

きつい傾斜となっており、当然の結果として、南側の区画ほど水田面が低くなっている。

〈水口〉粥確な水口は、区画②と区画④の間の東西畦畔で検出されている。南北畦畔との交点

付近に位置しており、底面には10clll大 の偏平な円礫が 2点 (礫 1・ 2)南北方向に並んで置か

れ、礫 2の東脇に杭が 1本 (杭 1)そ して東側の畦畔上に杭 2本 (杭 2・ 3)が直線状に打た

れている。杭の間隔は杭 1と 杭 2が約 15clll、 杭 2と杭 3が約35clllで ある。また、水口南側前面

(区画④内)には、深さ 5 clll程 の小さな窪が検出された (第 55図 )。 礫は 1面 (礫 2)或は両

面 (礫 1)に磨痕を持つもので (第 56図 1・ 2)、 杭は直径 2 clll前 後の九木を素材とした細い

もので、大半を欠失している (第 56図 3・ 5)。 これら礫及び杭の配列は、この水日における

水利施設の存在を想定させるものと言える。水日の底面は、区画②と区画④の水田面の高低差

に合わせ区画④方向に下がっている。また、底面の高さは、いずれの水田面よりやや低かった

と推定される。なお、水口南側前面の窪は、区画②より流れ落ちてきた水の影響によってでき

たものと考えられる。

く出土遺物〉水日で出上した鞠・杭を除く出土遺物は、土師器・赤焼土器・須恵器・ 陶器等で

27点出上している。全て図化不能な小破片資料である。陶器は鉄釉のものが 1点出土している

が、器種、産地、製作年代は不明である。
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第55図  3層水田跡水口詳細図

(2)5層上面

5層水田跡 (第51・ 52・ 57・ 58図・写真37・ 50・ 70)

〈遺構状況〉5層水田跡は、耕作上のみの検出である。耕作土も調査区全面に広がっておらず、

北半のみの分布で、南半は 3層下が直接 6層上面となる。6層上面との境界はほぼ直線的で、10

clll程の段差となっている (第57図 :段上が 5層水田跡)。 境界ラインは、 3層水田跡東西畦畔

の南側約 lmに位置しており、段差の形成及び段差南側の耕作土消失原因は、 3層水田跡によ

るものと考えられる。従って、本来は、段差南側にも耕作土が広がっていたものと想定される。

事実、段差南側の 3層中には、 5層 ブロックが多量に含まれ、さらに、後述する 5層水田跡上

面の自然流路痕が、段差で途切れるといったことは、これらを傍証するものと考えられる。耕

作上の上質は粘上で、下面の起伏は顕著である。厚さは上層の撹乱でかなり削平されてお り、

Ｎ
脂
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第56図  3層水田跡水口出土遺物

平均で10clll程 である。耕作土中には、部分的に灰白色火山灰の小ブロックを多量に合む箇所が

認められ、また、下部では下層ブロックを含む。なお、耕作上下面には鉄分の集積層は認めら

れない。水田面の標高は、8,3～8.4mの間で、水田面の傾斜は、南方向への緩やかな下 り傾斜

をとる。なお、 5層水田跡上面で、流水によるものと考えられる複数の自然流路跡が検出され

ている。上端幅50～ 100cm、 深さ 5～ 10ctllの 上端幅、底面 とも不安定な、蛇行する小規模な 2

流路で、南側で合流する。検出層位は、 5層上面であるが、実際の切 り込み層位が、 4層上面

であるか 5層上面であるかは不明である。

◎

日
日
闘
潮
糊
廿
ｏｏ

挿図NO 図版番号 遺籍・ 層位 長 さ rIII 幅  mII 厚 さ BI 重さ 寓 石  負 備

第56図 -1 写真70-3 3層 水田跡水 口 1375 安山岩 磨面 2面・擦戻方向不明

写真70-7 34 磨面 1面 。擦戻方向不明

挿国番号 図版番号 出土遺構・ 層位 種房11材質 素材形状 長 さ 直 径 先端力Лエ

第56図 -3 写真71 3層 水田跡水 口 丸太, 1方向 頭部欠損・ 先端欠損

写真71 日 一
丸太財 5方向 頭部欠損・ 刃こばれ一面にあり。先端腐食して欠損・ ひっかか り痕あり

写真71 3層 水田跡水匈 杭 |― 丸太材 13 1c□ 頭部欠損・ 先端欠損・ ひっかか り戻あ り



第2章 調査結果

く出土遺物〉土師器が10点、須恵器が 2点、剥片が 2点出上した。土師器は全て破片資料で、

1点の調整不明のものを除けば、全てロクロ使用である。ロクロ使用のものの内 4点と4層出

上の破片資料 2点が接合した。界の日縁部から底部までの資料で (第58図 2)、 底部は回転糸

切 り、その後の調整の有無については、摩滅のため不明である。内面は、ヘラミガキの後黒色

0               3m

自然節鞘齢

第57図  5層水田跡分布域及び上面自然流路痕平面図
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処理が施されている。須恵器はいずれも芥の破片資料で、この内 1点が図化可能であった。体

部下端から底部にかけての資料で (第58図 1)、 底部は回転ヘラ切 りの後無調整である。

｀
＼ 1江==ラ

/

m

挿図番号 図版番号 遺構・層位 種 別 器  獲 遺存度 口径⑬ 底径⑬ 器高ω 特 徴

第58図 -1 写真70-1 5層本田跡 須恵器 芥 (761 灰白 1灰 自 口
面

写真70-4 5層水田跡 土師器 灰白 1黒 殆豊 三質 署 ▼テ イ 争重 登琉 壷  
底部 一回転 ふ 切 う、ほ とん ど摩 減 してい る

第58図  5層水田跡出土遺物

|

第59図  6層水田跡水田域

0              3m
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第 2章 調査結果

(3)6層上面

6層水田跡 (第 59・ 60図・ 写真38・ 39・ 50。 70)

〈遺構状況〉 6層水田跡も耕作上のみの検出である。耕作土は、 5層水田跡 と反対に 5層水田

跡段差部分 より北側には分布せず、調査区南半にのみに広がる。調査区北半は 5層直下が 8層

となってお り、耕作域が調査区北半にも及んでいたかは不明であるが、北半の 5層中に 6層 ブ

ロックが認められないことを考慮すれば、非耕作域であった可能性もある。 6層水田跡は、耕

作土を徐々に掘 り下げて行 くと、 9層が現れる部分と耕作上が残る部分に別れる (第59図赤 ラ

イン)。 9層 と耕作土残存部分の境界ラインは、 8層上面 と南側の耕作土との境界ラインとは

ぼ直交方向をとっている。この 9層上面の耕作土残存部分は、区画間における耕作深度の差を

反映しているものと考えられ、 6層水田跡には、 2区画の水田が存在 したことが想定される。

耕作上の土質は粘上で、下面の起伏は顕著である。厚さは上層の撹乱でかな り削平されてお り、

平均で12cm程である。耕作上の下部には下層ブロックを含み、下面には鉄分の集積層は認めら

れない。水田面の標高は、8.05～8.25mの 間で、水田面の傾斜は、南方向へのややきつい下 り

傾斜をとる。

〈出土遺物〉土師器が 3点、土製品が 1点出土 した。土師器は全て図化不能な細片で、調整等

も不明である。土製品は細い棒状のもので (第60図 )、 両端を欠損 している。上器類の突起の

可能性もある。

―咽―囲

第60図  6層水田跡出土遺物

“

)12層上面

12a層水田跡 (第52・ 53・ 61図・ 写真40・ 41・ 51・ 52)

大畦畔が 1条検出されたのみである。畦畔の検出面はH層上面である。耕作域は、畦畔の北

側には広がっておらず、北側はH層下が直接Hb層 となる非耕作域である。また、この大畦畔は、

下層の13層水田跡大畦畔の位置・ 方向を踏襲 したものである。なお、出土遺物は皆無であった。

(畦畔〉畦畔方向はN-68° 一Wで、直線的に延びる。畦畔は耕作土 と同一土壌-12a層―を

盛 り上げ作られている。下端幅は 2m前後で、耕作土上面からの高さは、良好な部分で15cmで

ある。畦畔の直下層上面には、擬似畦畔Bが形成されている。なお、畦畔上には水口は検出さ

れなかった。

挿 図番 号 区版 番 号 種別 長 さ⑭ 厚 さ

“

n 備 考

第60図 写真70-3 6層 水田跡 土製品 23 両端欠損・ 土器突起 ?
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第61図 12層水田跡平面図
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〈耕作土〉耕作上の上質は泥災質粘上で、粘土と泥炭質粘上の互層である12b層及び13層水田

跡耕作土を撹拌し、耕作土-12a層―としている。耕作上の分解の度合いは、層中に母材のブ

ロックを多量に含み、余 り進んでいない。耕作上の厚さは、下面の起伏が顔著で安定 していな

いが、最大で14clllを 測る。耕作土の下面には鉄分の集積層は認められない。

〈水田面の標高と傾斜〉非耕作域を含めた水田面の標高は、7.75～8,00mの 間である。水田面

の傾斜は、南東方向へのややきつい下 り傾斜をとる。

(5)13層上面

13層水田跡 (第62・ 63図・写真42～ 46・ 51～ 54・ 71)

大畦畔 2条と小畦畔 1条からなる3区画 (区画①～③)の水田跡が検出された。検出面は、

大畦畔が12a層中、小畦畔が12b下面である。なお、いずれの畦畔上にもには水口は検出され

なかった。

(畦畔〉大畦畔の方向は、上層12a層 水田跡大畦畔と同様の東西方向 (N-68° 一W)の もの

と、これに直交すると考えられる南北方向のものがある。小畦畔の方向は、大畦畔の東西方向

のものとほぼ同一方向をとる。東西方向の大畦畔・ 小畦畔ともほぼ直線的に延びる。大畦畔と

小畦畔とも耕作土と同一土壌-13層 ―を盛 り上げ作られている。大畦畔 。小畦畔の下端幅は2.

5m前後・ 70clll前後で、耕作土上面からの高さは、10clll前 後・ 1～ 4 clllで ある。大畦畔の直下

層上面には、擬似畦畔Bが形成されているが、小畦畔には認められない丁 2条の大畦畔は「T

字」状にF-3グ リッドで交わっている。この北側の耕作土上面は他に比べ盛 り上がっており、

南北畦畔が東西畦畔の北側にも延びていた可能性もある。

(耕作土〉耕作上の上質は泥炭質粘上で、粘土と泥炭上の互層である14層を撹拌し、耕作土-13

層―としている。耕作上の分解の度合いは、層中に母材のブロックを多量に含み、余 り進んで

いない。耕作上の厚さは、下面の起伏が顕著で安定していないが、最大で15clllを 測る。なお、

区画③では、12a層水田跡の耕作によって、耕作上が僅かに残存するのみである。耕作上の下

面には鉄分の集積層は認められない。

く水田面の標高と傾斜〉削平されていない区画① o②の水田面の標高は、7.75～ 7.95mの 間で

ある。水田面の傾斜は、南東方向へのややきつい下 り傾斜をとる。区画②の耕作土上面の比高

差は最大で19ctllあ り、この比高差では稲の成育は困難で (藤原他 :1989)、 当区画内に複数の

小畦畔が存在したものと考えられる。従って、今回検出された区画は、最終区画段階のもので

はないと推定される。

く出土遺物〉東西方向の大畦畔上部より樹皮製品の可能性のある樹皮が出土している。第63図

1・ 2は、同一のものであるが、接合面が認められない。ともに厚さ2～ 5 11ullの樹皮で破損し

ている。 1は樹皮外面、 2は樹皮内面の一部に加工痕が認められる。さらに、 2は作 り出され



そ―r,7.62j登
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第62図 13層水田跡平面図



第 2章 調査結果

挿図番号 図版番号 出上遺構・層立 種 房1 材 質 最大長 最大幅 最大厚さ 備 巧

写真71-4 13層水口跡畦畔上 樹 皮 0 7cw 外面の一部に加工痕

樹皮 15 9cD 12 8cm 09側

第63図  13層水田跡出土遺物

た側面が一部残 っている。

(6)34層上面

1号河川跡―SRl― (第64図・ 写真55～57)

34層上面では河川跡が一流路検出された。調査区狭く、平面的な調査が実施できず、断面観

察を主とする調査となった。下層調査区西壁セクション (第64図 1)の推積土①層北端部から

約 lm可ヒ側の地点で、河川跡の肩部分が検出されている。流路方向は北西―南東方向と思われ

る。深さは約1.5mで、上端幅は不明である。堆積土は 6層からなり、堆積土②・④・⑤層か

らは多量の植物遺体が出土している。特に堆積土④層は、植物遺体が詰まった腐植土層で、直

径10clllを 越える樹木片、枝、種子、昆虫等が多量に出土した。

(⊃ その他の出土遺物 (第65図・写真70。 71)

基本層 102・ 4・ 8・ 層から土師器片 。赤焼土器片・須恵器片・土師質土器片・ 陶器片・

磁器片・瓦片・剥片・石製品・銅製品等が出上した。これらの多数は、細片で図化不可能なも

のである。 1層からは35点出土したが、大半は陶器・磁器である。須恵器 2点を除けば全て近

世以降のものである。 2層からは12点出上した。この内8点までが陶器で、その中には鎌倉時

代後半頃の在地産の甕、16世紀末頃の唐津産の鉢 (第65図 3)、 江戸時代初期の可能性のある

括鉢 (第 65図 2)、 江戸時代末以降の相馬産の椀等がある。銅製品は 2点出上してお り、この

内 1点は古銭である。腐食のため識別はできないが、近代以降のものと思われる。 4層からは

土師器が 4点のみ出土した。この内 2点は、 5層水田跡出上の不と同一のものである。 8層か
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リープ黒色    5Y3/1 層中央が炭化物粒の影響で黒色化

第64図 下層調査区西・南 。東壁断面図



第2章 調査結果

らは、剥片と石製品が各 1点出上した。石製品 (第65図 1)は、砥石の一部と考えられる。な

お、砥石は 8層内攪乱より出上しており、上層からの混入の可能性もある。

プ
―

―

―

0                  5Cm

挿図番号 図版番号 艤 房1 名 称 長さ 画 幅  Ш 厚 さ IIIE 重 さ g 石   質 備

第65図 -1 8層落ち込み 石製品 砥石 ? 細粒凝灰岩 両面に擦反、上層からの混入の可能性あり

挿図番号 図版番号 遺構・層位 種 別 器 種 遺存度 特 徴

第65図 -2 写真70-2 2層 陶  器 すり鉢 小破片 外面 :鉄釉、産地不明、江戸時代初期 ?

3 写真70-5 2層 駒  器 鉢 約V4 外面 :鉄絵、長石釉、唐津産、16c末

第65区 出土遺物

4.遺構の所属年代とまとめ

1.検出遺構 としては、 3層・ 5層・ 6層・ 12a層・ 13層の 5期の水田跡 とSRlが ある。ま

た、水田跡の可能性がある層 としては、基本層 2・ 4・ 7層が上げられる。

2.5期の水田跡の内、 5層・ 6層の各水田跡は耕作土のみの検出である。 しか し、両層は富

沢遺跡北部A地区基本層序 (佐藤 :1992)の 4a層・ 5層に対応 し、この基本層序に包括され

る第53次調査区等で畦畔が検出されていることより水田跡 と認定 した。

3.12a層水田跡 と13層水田跡 との関係であるが、12a層水田跡の大畦畔は、13層水田跡の東

西大畦畔の位置・ 方向を踏襲 し作られている。しかしながら、南北大畦畔については踏襲せず、

耕作域も南側のみで、区画方法・ 耕作域に変化が認められる。

4.13層 水田跡では、大畦畔 2条 と小畦畔 1条からなる 3区画の水田跡が検出された。これら

区画は、その水田面の比高差 より最終区画段階のものではないと推定される。

5。 南に隣接する第52調査区では、標高4.2～4.5mの間に位置する基本層30・ 31層 より植物遺

体が出土 している。当調査区34層検出のSRlの堆積土は標高3.9～5,Omに位置 してお り、多

量の植物遺体を出上 している。 (中富 :1990)。 標高及び植物遺体の存在より、第52次調査区基

本層30・ 31層 はSRlの堆積上の可能性がある。 SRlの所属年代であるが、上層の29層 に降

下年代が5,500年 前と推定されている火山灰 (山田・ 庄子 :1988)が 含まれることより、これ

より古い年代が与えられる。

6.検出水田跡の所属年代であるが、出土遺物が皆無、あるいは数量的に乏 しいことより、出
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土遺物からの時代決定は困難であるが、 5層中に灰白色火山灰が混 じること、富沢遺跡北部A

地区基本層序 との層の対応関係が可能であったことより、以下のような所属年代が想定される。

。3層水田跡―近世

・ 5層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下以降)

・ 6層水田跡―古墳時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下以前)以前

。12a層水田跡一弥生時代 (桝形囲式期以降、十三塚式期以前 )

。13層水田跡―弥生時代 (桝形囲式期)

7.基本層 1層から17層 までは、富沢遺跡北部A地区基本層序 との対応関係が認められる。そ

の対応関係は以下のとお りである。

・ 1層 (富沢遺跡北部A地区基本層序 1層 ) 。2a・ b層 (同 2層) ・ 3層 (同 3a層 )

。4層 (同 3b層 ) ・ 5層 (同 4a層 )  ・ 6層 (同 5層)   ・ 7層 (同 8a層 )

・ 8層 (同 8b層 ) ・ 9層 (同 9b層 )  ・ 10層 (同 10a層 )  ・ 11層 (同 10c層 )

・ 12a層 (同 10d層) ・ 12b層 (同 10e層) 。13層 (同 H層)    ・ 14層 (同 12a層 )

・ 15層 (同 12b層 ) 。16層 (同 13層)    ・ 17層 (同 14層 )



第 2章 調査結果

第 6節 富沢遺跡第84次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約6.6× 4.6m(30,364f)で ある。調査は、盛土及び直下の 1層 中 (旧

水田耕作土)ま でを重機で排除し、以下は人力で行った。調査区内には土層観察及び排水用の

側溝を設けた。13層 までは調査区全面の精査を実施し、14層以下は 2× 2mの試掘区を設けて

掘 り下げた。遺構の測量は、杭A・ Bを基準にして実施した。なお、基準杭の平面直角座標系

Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭A:X=-197,652.37m

Y=+4,285.36m ttB I X=-197,652.92m Y=+4,290.33m)。

2.′ 基本層序

今回の調査では、盛土下に18層が確認された。各層の土質は基本的に粘土が主体であるが粘

性が非常に強い。17層からは泥炭質の粘上である。現代のものを除く水田土壌の可能性のある

のは 4・ 6・ 7・ 8・ 10013層 である。 6・ 7・ 8層で灰白色火山灰を検出している。 6・ 7

層では層中にブロック状に含んでおり下層からの巻き上げと考えられる。 8層では層の上部に

粒子状に含んでいる。全体的な層の傾きはほぼ水平である。

|

川内一柳生線
14層 まで調査

m

第66図 調査区位置図 。設定図
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3.検出遺構と出土遺物

遺構は検出されなかった。遺物は 1・ 3・ 4・ 6

層中から陶磁器片、土師器等が計20点出土 している。

いずれも細片であ り図示できるものはない。写真72

は美濃産の緑釉椀で、時期は17世紀頃のものであろ

う。

4.遺構の所属年代とまとめ

遺構・ 遺物 ともに時期を決定できるものはなく、 80m
また、周辺調査区との層位の対応も困難であ り、明

確な年代は不明である。ただし、 6～ 8層で灰白色

火山灰を検出していることから以下のような所属年

代の推定が可能である。

7層  平安時代 (灰 白色火山灰降下以降)～

8層  平安時代 (灰 白色火山灰降下以前)～

▼A

盛   土

0           1m

第67図 基本層序

黄褐色     25Y5/3 土

■

絡

胤

管状

灰色     75Y4/1 土

■

粘

仕

オリーブ灰色  5CY5/1
阜        75Y2/1

土

＋

絡

４
管状 末分解の植物遺体・炭化物片

分解の値物遺体 (茎状 )

黒色泥炭質粘土と互層
―ブ黒 5Y3/1 植T/J遺 体
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第 7節 富沢遺跡第85次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は当初は 6× 7mであったが、南側に後世の撹乱を受けていることが判明

したので約 6× 3.5m(21ギ )で行った。調査は、盛土及び直下の 1層中 (旧水田耕作土)ま

でを重機で排除し、以下は人力で行った。調査区内には土層観察及び排水用の側溝を設けた。13

層までは調査区全面の調査を実施し、14層以下は1.5× 0.8mの試掘区を設けて掘 り下げた。遺

構の測量は、杭A・ Bを基準にして実施した。なお、基準杭の平面直角座標系Xにおける座標

値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭A:X=-197,455。 95m Y=+3,368.

88m ttB:X=-197,455,08m Y=+3,363.96m)。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に26層が確認された。各層の上質は基本的にシル ト質粘上が主体で

あるが、 5・ 6・ 11・ 15・ 19層は粘土、 7層・ 10層は細砂になっている。17層以下はグライ化

が顕著である。25層 は腐食粘土層で枝、葉等を含んでいる。現代のものを除く水田土壌の可能

性のあるのは、 3・ 4・ 5・ 6・ 9層である。 4層は下面の凸凹が著しく、層中に灰白色火山

灰を含んでいるが下層からの巻き上げと考えられる。全体的な層の傾きはほぼ水平である。

0         2m

―

「
―
‐

長町―折立線

第68図 調査区位置図
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3.検出遺構 と出土遺物

(1)3層上面

1号・ 2号土坑跡―SKl・ 2-

(第70図 )

3層上面で検出した。いずれも不整楕円の平面形

を呈 してお り、断面形はす り鉢状である。堆積土は

1層で、遺物は出土 しなかった。

(り その他の出土遺物

2・ 3・ 7・ 8層中から陶器片、磁器片、土師器

片、須恵器片等が計10点出土しているが、図示でき

るものはない。磁器・陶器は 2・ 3層中から7点出

土しており、いずれも近世以降である。

(0 下層の調査

旧石器時代に相当する層の調査は、1.5× 0.8mの

調査区を設けて14層から26層 まで実施 した。しかし、

縄文時代の遺物の出土や特徴的な層の確認もできな

かったので、どの層から旧石器時代に相当するかは

判断 しがたいが、24層 から腐食 した植物遺体、25層

から枝 。葉を検出した。
第69図 基本層序

___      ▼A

盛  土

150m

120m
21

0           1m
i

混   入  物

1日 水日耕作
3 灰 色 75Y4/1

里
＾

25Y2/1 砂質 レ 点 状
炭化物片・ 5層 をブロ′ク状マンオン粒 。白

色粒・灰白色火山灰 (粒状〕
下面に凸四

黒褐色     10Y R2/2 部ら的チ布

炭化物 (所 )々・ 粘土

砂質粘土
星
ヽ

5Y2/1

オ リーブ黒   10Y5/2 細 砂
植物遺体・凝灰者粒・ φ5～ 10mの 粘上塊を
プロック状に含む

粘土 下面わすかに凸凹・ 細砂を縞状に合む

黒       10YR1 7/1

粘土

黒褐色 25Y3/1 ル ト質粘■
植物遺体・ 炭化修片・ マンガン粒・ もろい緑

負の砂管XV

緑灰色 10G5/1 粘■ 植物遺体
層の卜部に,5～ 19側 の明緑灰私土 (10

G7/1)を ブ,ッ ク演に合1,・ グライ
`ヒ値物遺体・ マンガン粒

緑灰色 値修遺体・ マンガン粒・ 炭化物片
ラF何に使いツル ト質FI土 と砂質 シル

の互層・ グライ化

植物遺体
ルト質粘上

灰 オ 75Y4/2
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圧

ト

0          1m

SKl ① 10GY3/1 暗緑灰色 細砂
炭化物を含む 基本層 2層をブロック状に含む

SK2 ① 5BG3/1 暗青灰色 砂質粘土
炭化物、白色粒を含む
基本層 2層をブロック状に合む

第70図  SKl・ 2平面図・ 断面図

4.所属年代 とまとめ

1.検出遺構はSKl・ 2のみで、性格は不明である。他には層相観察より3・ 4・ 5・ 6・

9層は水田土壌の可能性が考えられる。

2.各層の所属年代であるが、出土遺物が少ないことや、周辺の調査区との対応も困難である

ので、かな り時間的に幅のある想定 しかできないが、以下のとお りである。

A
140m―引

近世以降

平安時代 (灰白色火山灰降下以降)～近世

2・ 3層

4層

3.旧石器時代に相当すると考えられる層のうち、24・ 25層 で植物遺体 (枝・ 葉)が出上 して

いる。

離

観
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第 1節 富沢遺跡 (第78次調査)の花粉分析

守 田 益 宗

1.分析試料について

富沢遺跡の第78次調査区は旧石器時代の遺物の出上した第30次調査区の北西に位置して

いる。本調査区では、下層部より縄文時代の河川跡が見いだされ、その河川堆積物中から

は樹木遺体も見つかっている。本報告は、当時の河川周辺の植生について、花粉分析の立

場から検討を加えたものである。

花粉分析用試料は、18層、SDH層、21層 よりそれぞれ 1試料を採取した。試料の採取

地点とその層位は第22図のとおりである。花粉・胞子の同定および出現率の算出は、これ

までの報告と同様にして行なった (守田、1988な ど)。

2.結果および考察

検出された花粉・胞子は表 4に示したように、高木花粉16種類、低木花粉H種類、草本

花粉12種類、シダ胞子 3種類である。

21層 とSDHの花粉出現率は、ゆ
“

熔が最優勢で物 %s、 働ゆ力然、物 銹―焼膀ο%が

これに次いで多い。こうした花粉組成は、いわゆる中間温帯と呼ばれる地域の落葉広葉樹

林の特徴を示すものである。縄文時代と現在では気候条件が同じとは言えないが、また、

植物の分布が全く異なるほど気候条件が違っていたわけでもないので、検出された高木花

粉のうち出現率の比較的高い勲 s、 蝕″協S、 働ゅ物劣sち 例物クS―Z9テ乃θ%、 ス銀12励sは、

現植生と比較してそれぞれ以下の植物から由来したものと判断される。すなわち、働 s

はブナ、イヌブナ、OクИttSの大部分はコナラ、 ミズナラ、馴物夕s―乃胎ο
"は

ヶヤキとハ

ルニレからのものである。4盗磁」asは トチノキであり、この樹種は川や谷沿いなど傾斜の

ゆるい湿気のある】巴沃地を好む傾向がある。働ゅカクSは イワシデを除く全てのシデ類が考

えられるが、河道近くであることを考えるとサワシバの花粉を多く含んでいる可能性があ

る。したがって、当時の植生は、現在の中間温帯域丘陵地下部の小河川や小さな谷沿い付

近のようにやや湿性な立地に見られる落葉広葉樹林が存在したと考えることができる。な

お、SDHで はT力ιs'π物と肋 J9ηpsが 1粒ではあるが検出されている。これらは日当た

りの良い生育密度の低い草地または半裸地に生育する植物であり、前者は半寄生植物で花

粉生産量・散布力が極めて小さいと考えられるものである。したがって、当時、遺跡付近
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にそのような土地があったことをうかがわせる。

18層では働ゅ力%Sが最優勢であるが、これの花粉塊がかなり認められたことから局所的

に生育していたシデの影響と見ることができる。働ゅルクSを除けば他の樹種の花粉は21・

SDH層 と同様な組成であることから、ほぼ同様な植生が18層堆積当時も存在していたと

みて良いであろう。

引用文献

守田益宗 (1988):富沢遺跡 (第28次調査)の花粉分析.「富沢遺跡第28次発掘調査報告書」

仙台市教育委員会、97～ H3.

字 名 和 名 18層 S Dll 21'薯

個  数 出 頚 黙 価  教 出 頚 承 個  教 出 現 黙

,″ ″s l.3% 2.4りで 1 0 3夕

`ッ4う施s 1 0.3り
`σ″ノか歩ο″¢/27 ス ギ 底 0 7隊 0 7% 1

Cupressaceae=Taxaceae ヒ ノ キ 科・ イ チ イ 科 07% l 0 3ツ

`
0_6,`

馳 ゎ″ ク, 4 13% 0 7% 1_9%
姥 力容 2 9% 10味 2.5フイ
ぢθ励 ″ シ ラ カ ン バ 属

ク ~マ ラ/ラF'霊 36 9ツ

`
16 3)

ど「 ,とコ″s ブ ナ 属 6.9フイ 5 2夢 3.9)
Q吻¢ヵ″心 ヨ ナ ラ 亜 属 29_19/ 49_7隊 215 59 29/
Cッcわう,力″0ケsゐ ア カ ガ シ 市 属 1 0,3%
G2srt7″ ″ 7 2_3)` 1 1夕

`υ7″盟珪Z♂力οク, ニ レ属・ ケ ヤ キ 属 6_2% 3.5% 77%
CC′痺

"ク
物 ″サカ? エ ノ キ 属 ・ ム ク ノ キ 属 0.7ヲ

`4確″ カエ デ属 2.6ツ

`
5 1.7%

ッ49s"」公 トチ ノ キ 属 6.5り
`

14.9フイ 11.3り
`

ルゆ笏″ l

Cο力」熔 う/´  ヽミ握言 & 8 7% 7 4)`
4滋夕s ン ノ キ 亜 属 109% 7 3'イ 12.9%
4ど″ st″ ヤ シ ャ ブ ツ亜 属 1 1 19/ 4
Theaceae ツ バ キ 科

物 ″ サ ツ シ ョ ウ 属 1 1 1% 1 15% 1 1_6%
R力っ容 4 4%
r′″ モ チ ノ キ 属

ミズ キ 属 1 1.1メ

`Arahaceae 5.4フイ 4_4%
トネ リヨチ罠 4 4_39イ 1 1,必

Gran■lneae イ ネ 科 13.0% 19,1夕 4 8)な
Cyperaceae カ ヤ ツ リ グサ 科 1 1 19イ 1 15隊
Liliaceae ユ リ科

ク ワ科 4 43% 3 4 4夕

πZ盗力″ カ ナ ビ キ ツ ウ属 1 1 5
く テヽ不半 1 1_1隊 3 1 1_6%

力協 わ 癒 s ア リ ノ トウ グサ 底 1 15%
Urnbeniferac 1 1.1フイ l 1.6%
Labiatae シ ン 科 1 1_5%
P滋 ″彪卿 0 オ オ パ コ 属 1 1_5%
4ル物丞カ 3 3.3% 6 8.8% 17 7%
other Compositae 他 の キ ク 奉ト 2 2.9%

1-lete tvlje FS 単 条 溝 型 シ ダ胞 子 20 7) 19 1% 8 1夕

`3-lete type rs ユ 1 1
ゼ ンマ イ科 1 1 1味 1

Trees 高 木 π 粉 69 9り
`

715% 363 78 7ツ
`Shrubs 低 木 花 粉 107% 8 9%

Herbs 草 本 花 粉 55% 35%
Ferns シ ダ 胸 子 4 8ツ

`
3_5ツ

`
5 1 1夕

`Unknown 不 明 9 1,` ■ .7% 7 8%

第 5表 花粉・ 胞子出現表
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第 2節 富沢遺跡第78次調査放射性炭素年代測定

古環 境研究所

富沢遺跡 (第78次調査)から出上した試料について年代測定を行った。その結果を次表に示

す。なお、年代値は1950年 よりの年数 (B.P。)である。

年代値の算出には14Cの半滅期としてLIBBYの 半滅期5570年を使用している。また、付記

した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差 (ONE SIGMA)

に相当する年代である。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2σ以下のときは、 3σに

相当する年代を下限の年代値 (B,P.)と して表示してある。また、試料のβ線計数率と現在の

標準灰素 (MODERN STANDARDCARBON)についての計数率との差が 2σ以下のときは、

Modernと 表示し、δH C%を付記してある。

富沢遺跡 (第78次調査)出土試料の放射性炭素年代測定結果

試料配 出土地点     種類 コー ドNc

縄文時代の河川堆積土中   樹 木 4540± 100(B,C.2590) Gak-16238
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第 3節 宮沢遺跡第78次・ 80次～85次調査プラント●オパー71/分析

古環境研究所

1.は じめに

富沢遺跡第78次、80次、81次、82次、83次、84次、85次調査では、発掘調査において水田層

および水田層と見られる土層が各々で検出されていた。この調査は、プラント・ オパール分析

を用いて、各調査について稲作跡の検証と探査を行ったものである。

2.試料

試料は、遺跡の調査担当者によって採取され、当研究所に送付されたものである。なお、採

取にあたっては容量50面の採土管が用いられた。図 1に、土層断面図と分析試料の採取箇所を

示す。

3.分析法

プラント・ オパールの抽出と定量は、「プラント・ オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をも

とに、次の手順で行った。

(1)試料上の絶乾 (105℃・ 24時間),仮比重測定

(2)試料土約 lgを秤量,ガ ラスビーズ添加 (直径約40μm,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300W・ 42KHz・ 10分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去,乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散,プ レパラート作成

0)検鏡・計数

同定は、機動細胞整酸体に由来するプラント・ オパール (以下、プラント・ オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上にな

るまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあた りのガラスビー

ズ個数に、計数されたプラント・ オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の

プラント・ オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あた りの植物体乾重 ,

単位 :10お g)をかけて、単位面積で層厚 l clllあ たりの植物体生産量を算出した。換算計数は、

イネは赤米、ヨン属はヨン、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.03)、 6.31、 0.48である (杉山・藤原,1987)。
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4.分析結果

プラントオパール分析の結果を表 1お よび図 2、 図 3に示す。なお、稲作跡の探査が主 目的

であるため、同定および定量は、イネ、 ヨン属、歩ケ亜科、ウツクサ族、キビ族の主要な 5分

類群に限定 した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考察

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行 う場合、イネのプラント・ オパールが試料 lgあた りお

よそ5,000個 以上 と多量に検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い と判断

している。ただ し、仙台市内の遺跡では、 これまでの調査の結果、密度が3,000個 /g程 度で

も水田遺構が検出されていることから、ここでは判断の基準となる値を3,000個/gと した。

なお、当該層にブラント・オパール密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入

した危険性は考え難 くな り、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。こ

の判断基準にもとづいて、稲作の可能性を 3段階に区分 して表 2に示 した。

(1)第78次調査

本地点では、 5層、 6層、 7層、 8a層、13層、14層、15-1層、16層、18層から採取され

た試料について分析を行った。その結果、すべての試料からイネのプラント・ オパールが検出

された。 したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。この うち、 5

層、14層、15-1層ではプラント・オパール密度が3,500～ 6,500個/gと高い値であり、それ

ぞれピークが認められた。したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性は高ぃと考え

られる。

(D 第80次調査

本地点では、 3a層、 3b層、 4層、 8b層、 9a-1層 、9a-2層 、 9a-3層 、 9b
-1層、 9b-2層 、10層から採取された試料について分析を行った。その結果、 3a層、 3

b層、 8b層、 9a-1層 、 9a-2層 、 9a-3層 においてイネのプラント・ オパールが検

出された。したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、

9a-1層では密度が3,000個/g、 9a-2層では密度が8,000個/gと それぞれ高い値であ

り、明瞭なピークが認められた。 したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性が高い

と考えられる。

●)第31次調査

配 1地点では、 7層、 8層、 9層、10層、H層、12層、13層から採取された試料について分

析を行った。その結果、 7層を除く各層からイネのプラント・ オパールが検出された。 したが

って、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 9層、10層、11層

では密度が3,200～4,500個/gと 高い値であり、ピークが認められた。したがって、これらの
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層で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

血 2地点では、 7層、 8層、 9層、10層、H層、13層から採取された試料について分析を行

った。その結果、 7層、 9層、10層においてイネのプラント・ オパールが検出された。したが

って、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 9層では密度は2,

900個/gと比較的高い値であり、明瞭なピークが認められた。したがって、同層で稲作が行

われていた可能性が高いと考えられる。

●)第32次調査

本地点では、 1層、 2層、 3層、 4層、 5層、 6層、 7層、 8層、 9層、10層から採取され

た試料について分析を行った。その結果、 6層 と8層を除く各層からイネのプラント●オパー

ルが検出された。したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。この

うち、 1層～ 3層で検出されたプラント・ オパールは比較的最近の水田耕作によるものと考え

られる。4層 と9層では密度が5,000個/g以上と高い値であり、それぞれ明瞭なピークが認

められた。したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(0 第83次調査

配 1地点では、 8層、 9層、10層、H層、12b層、13層から採取された試料について分析を

行った。その結果、 8層、 9層、13層においてイネのプラント・ オパールが検出された。した

がって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。

血 2地点では、 6層、 7層、 8層、 9層、10層、■層、12a層、13層から採取された試料に

ついて分析を行った。その結果、10層 と11層を除く各層からイネのプラント・ オパールが検出

された。したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 6

層と7層では密度が4,400個/g、 5,000個/gと 高い値である。したがって、これらの層で稲

作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(0 第84次調査

本地点では、 3層、 4層、 5層、 6層、 7層、 8層、 9層、10層、H層、13層から採取され

た試料について分析を行った。その結果、 5層を除く各層からイネのプラント・ オパールが検

出された。したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、

3層では密度が12,400個/gと 非常に高い値であることから、同層で稲作が行われていた可能

性が極めて高いと考えられる。4層、 6層、7層、 8層、10層では、密度が3,000～7,600個/
gと 高い値であり、それぞれピークが認められた。したがって、これらの層で稲作が行われて

いた可能性が高いと考えられる。

(7)第35次調査

本地点では、 2層、 3層、 4層、 5層、 6層、 8層、 9層、10層、H層から採取 された試料
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について分析を行った。その結果、 2層～ 6層 と 9層 においてイネのプラント・ オパールが検

出された。 したがって、これらの各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。この うち、

2層で検出されたプラント・ オパールは比較的最近の水田耕作によるものと考えられる。3層、

4層、6層、9層では密度が3,400～ 5,200個/gと高い値であり、それぞれピークが認められ

た。 したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

6.ま とめ

富沢遺跡の第78次、80次、81次、82次、83次、84次、85次調査についてプラント・ オパール

分析を行い、稲作跡の検証および探査を試みた。その結果、水田遺構が検出された第80次調査

の 9a-1層 、第81次調査のH層、第83次調査の13層 では、イネのプラント・ オパールが多量

に検出され、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、水田の可能性が

考えられていた層では、第80次調査の 9a-2層 と第85次調査のH層を除 くすべての層で稲作

が行われていた可能性が認められた。さらに、水田の可能性は考えられていなかったものの、78

次調査の14層、81次調査の 9層 と10層、84次調査の 3層 と8層、85次調査の 9層で稲作が行わ

れていた可能性が高いと判断された。なお、第80次調査の 9a-3層 、第83次調査の 8層お よ

び第84次調査のH層については、密度が600～800個/gと 低い値である。プラント・オパール

密度が低い原因としては、①稲作が行われていた期間が短かったこと、②土層の堆積速度が速

かったこと、③上層もしくは近辺の水田からの混入によるものであること、などが考えられる

が、ここでの原因は不明である。
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78次調査

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ ネ

第 3章 分 析

(初総量)   ヨ シ属   タケ亜科   ウンクサ族   キ ビ族

cal   cll        個/g    t/10a   個/g    個/g    個/g    個//g
5                17      12      1 13          6,300           8_78         3,900        15,900         2,300              0

6

7

8

13

14

15-1

15-2

16

18

1,700

2,400

2,200

1,700

6,500

2,900

3,500

1,600

800

3 97

3.30

3 81

1.23

2 88

5,800

10,600

4,400

10,900

2,400

29       5      1 07

34       4      1 23
38       6      1 26
44       6      1 33
50       5      1 19
55      10      1 12
65      10      1 06

75       7      1 07
82      35      1.01

56       4      0 21
60       7      0 55
67       3      0 50
67       5      0 58
69       3      0 45
72       3      0 61

0.98

1 19

1 67

1 36         1,700

1,700              0

800             0
0             0

0             0
3,600            700

900              0

7,100

1,600

2,200

26,600

10,700

23,700

18,400

22,500

19,300

28,500

16,000

19,800

80次調査

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ ネ

4                30      26      0 56 0           0 00

(籾総量)   ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族

cn   cln        個/g    t/10a   個/g    個/g    個/g    個/g
3a              18       5      0 50          2,400           0 62         6,600           800              0              0

3b 23       7      0 62 0 58 8,500

9,900

2,600

4,600

6,200

6,800

3,700

5,400

8b
9a-1
9a-2
9a-3
9b-1
9b-2

10

11

12

13

800

3,000

8,000

0 04

1,15

1.21

4,200

3,600

4,300

2,300

7,100

2,000

2,200

2,300

600           0 15

0          0 00
0          0 00
0           0 0010               75      10      0 49 14,900         3,100

ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族

81次調査 Nは 1

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ ネ   (初 総量)

c ll   c ll        個/g    t/10a   個//g    個/g    個/g    個//g
7                29      15      0 42              0           0 00         3,600         6,500              0              0

8               44       4      0 41
9               48      14      0 13

4,500         6,800              0              0

4,200         4,200 0          1,400

1,500            700              0

3,200              0              0

11,400         3,500              0              0

62       4      0 34
66       2      0 30

68       4      0 23
72      13      0 20

700

3,500

4,500

3,200

700

1,400

0 08

0 58

0 62

0 19

0 04

0 27

6,800

11,300

37,200 2,900              0

81次調査N&2

試料名    深さ  層厚  恢比重   イ ネ (初総量)   ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族

側   9H        個/g    t/10a   個//g    個/g    個/g    個/g
7                32      13      0 29            800           0 27        11,200         2,500              0              0

45       4      0 40 0            0 00 800         2,400              0

9                49      15      0 18

10               64       5      0 36

69       6      0 28
75       7      0 22

0 77

0 26

0            0 00

0           0 00

8,200           800

2,900

1,600

11,600         5,000            700              0

8,300         5,800              0              0

7,400

第 6表 プラン ト・ オパール分析結果(1)

2,000              0              0
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82次調査

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ  ネ ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ピ族

30,700          13 66          1,900        21,800           900              0

8,400

4,200

6,200

1,400

0

1,500

0

5,000

1.600

2,200

(籾総量)

251
3 34

9 95

0 36

0 00

0 56

0 00

2 72

1 67

0 79

041

0 58

041

(籾総量)

7 82

1 44

2 16

3,300

1,000

1,500

6       4      0 78
10       9      0 88
19      23      0 69
42       5      0 52
47       5      0 34

52       6      0 60
58       7      0 61
65      12      0 45

77      18      0 58

38       7      0 79

45       7      0 37
52       7      0 66
59       6      0 72
65       5      0 40

11,200

2,300

7,600

16,600

800

16,900

20,300

20,200

5,100         8,100

1,600             0
1,000             0

0             0

0            0
1,600              0

4,500

9,500

3,200

4,100

12,200

8,300

83次調査N&1

試料名 深さ  層厚  仮比童   イ ネ   (初 総量)   ヨ シ属   ケケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族
個///g    個///g    個///g

700           0 56          7,900            700             0              0
9

10

11

12b
13

83次調査N&2

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ ネ   (籾 総量)

4,400 2 74

3,000

20,800

11,300             0              0

0         6,700
1,700              0

0             0
3,300

8,300

12,600            0             0

1,500              0

ヨ ン属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族

0           0 00

0          0 00
0          0 00

5,000           1 36          3,600         7,900           700              0
7                42       7      0 87

8               49       4      1 83
1,400         8,100             0              0

800           0 58 5,200             0              02,600
9

10

11

12a
13

53       7      0 89
60       7      0 73

67       6      0 77
73       4      0 68
77       4      0 36

0          0 00

0          0 00

800        16,000             0              0
7,900

1,500

12,300           800

5,200             0              0

700          5,700             0              02,100

2,900 2,900

84次調査

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ ネ

8,100             0

ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族
個/g    個/g    個/g

12,400          7 66              0        15,000             0              0

0 85

0 80

0 85

0 90

0 92

094

6,800

0

3,800

3,700

3,000

2,800

2,500

1,700

17,200

6.200

2 94

0 00

2 31

1 70

2 78

29

36

41

51

3,800        11,500

3 38

1 30

3,700

3,300

4,000

700

0

0

800

7,200

10,400

9,900

13,500

14,400

20,100

17,400

16,600

29,000

16,100

700         12,300

321       o

85次調査

試料名    深さ  層厚  仮比重   イ  ネ   (初 総量)

0        13,400
4,200        10,200

ヨ シ属   タケ亜科   ウシクサ族   キ ビ族

0        18 200

0        17,900
1,500        15,300

――――――      CII     CШ               個//g       tン/10a      イ固//g       個//g       個//g       個//g
2                13       6      1 20         6,100          4 51          2,600         13,900             0              0

3-1 19       8      1 23

10              63

11               74

13              94
0 96

0 87

82       8      1 19
90       4      0 89
94      10      o 87

0 91         7.600

800

2,500

3,400

1,6003-2             27       7      1 18
4                34      11       1 29

5               45       7      1 20
6               52      15      1 21

8               67      15      1 11

4,500          6 57
2 02

9 27

0          0 00

2,400

5,000

5,200 5 039

10

11

0           0 00

0           0 00

第 7表 プラン ト。オパール分析結果(D



78次調査

層 名  可能性  備 考

5     0  水田 ?

6              A

7     △

8      △   水田?

13     △

14     0
15-1    △   水田?

15-2   0
16      △   水田?

18     △

81次調査 N&2

層 名  可能性 備 考

83次調査 Na 2

層 名  可能性 備 考

く記号説明〉

○印…3,000個/g以上 (稲作の可能性大)

△印…3,000個/g未満 (稲作の可能性有)

×印…検出されず

80次調査

第 3章 分 析

81次調査 Nは 1

備 考 層 名  可能性  備 考

水田 ?

水田 ?

水田

水田 ?

水田 ?

水田 ?

83次調査Nは 1

備 考 層 名  可能性  備 考

層 名

田水

×

△

〇

〇

〇

△

△

７

８

９

１０

■

１２

‐３

△

△

×
△

〇

〇

△

×

×

×

△

△

×

○

○

○

○

△

ｘ
△

×
○

△

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

田水

△

×

△

△

×

×

７

８

９

１０

１１

１３

○

○

△

〇

△

〇

×
○

×

×

○

○

×
○

○

○

△

〇

△

△

○

○

△

△

×

×

△

△

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

3a
3b
4

8b
9a-1
9a-2
9a-3
9b-1
9b-2
10

82次調査

層 名

旧水田

・ 水田 ?

水田 ?

水田 ?

水田 ?

8

9

10

11

12b

13

×

×

△ 水 田

84次調査 85次調査

備 考 層 名  可能性  備 考層 名

水田     3
水田 ?    4

5

6

7

8

水田     9
10

11

13

水田 ?

水田 ?

水田 ?

水田 ?

水田 ?

2

3-1
3-2
4

5

6

8

9

10

11

水田 ?

水田 ?

水田 ?

水田 ?

水田 ?

第 8表 各層におけるイネのプラン ト・ オパール密度と稲作の可能性

水田 ?
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万 個 /8
1         2

80次調査  万 個 /8
0      1      2

73次調査

0

81次 N。1 万 個 /g
0      1      2

81必k  Nα 2

0

万 個 /g
1        2

82次調査  万個 /g
0      1      2

11
12

第71図 イネのプラン ト・オパールの検出状況(1)

(注)<印 は50cllのスケール, 。印は分析試料の採取箇所



83ツk  N。2

0

83ツt  Nol

0

万 個 /8
1         2

第3章 分 析

万 個 /g
1        2

84次調査

0

万 個 /g
1      2

第72図 イネのプラント・オパールの検出状況121

(注) <印は50clllの スケール, 。印は分析試料の採取箇所



第 4章 まとめ

今年度は、富沢遺跡で 7箇所で調査が行われている (78次調査は継年の調査である。)。 それ

ぞれの調査成果については第 3章までに述べてきているが、ここではこれらの調査成果とこれ

までの調査との関連性などについて述べることとする。

1,旧石器時代

。旧石器時代に相当する層の調査は、第82次・ 85次調査で行われている。しかし、樹木や葉な

どの自然遺物が検出されているだけで (第85次調査)、 遺構や人工遺物が検出されたわけでは

ない。また、これらの層の年代は周辺の調査との対応関係からの想定であるので、後期旧石器

時代に相当する層の可能性があるとだけ指摘しておきたい。

2.縄文時代

。第78次調査で縄文時代の河川跡 (SRl)が 1条検出されている。出土した樹木から放射性

戊素による年代測定が行われ、4540± 100(B,P.)と の年代が示されてお り、縄文時代後期頃

の河川であると考えられる。

・第82次調査では、14層、15a層から磨石が出上している。これらは泥炭質粘土層からの出土

で、隣接する第30次調査13。 14・ 15層 との対応が想定されている。

3.弥生時代

・第80次調査、第81次調査、第83次調査で水田跡が検出されている。これらは、富沢遺跡北部

A地区 (佐藤 :1992)に位置し調査件数の多い地区であり、各水田跡からは時代を決定遺物は

出上していないが、これまでの調査成果からそれぞれの所属年代は次のように考えることがで

きる。特に、第80次調査で検出された小区画水田は、この時期の特徴的な水田形態のひとつと

いえよう。

桝形囲式期

桝形囲式期～十三塚式期

第81次調査H層水田跡・ 第83次調査13層水田跡

第80次調査 9層水田跡 。第83次調査12a層水田跡

4.古墳時代

・第78次調査では、明確な遺構は検出されなかったがT K216前後の須恵器養が出土している。

富沢遺跡では最も古い時期の須恵器であり、周辺の裏町古墳、大野田古墳群との関連が考えら
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れている。

・第81次・ 83次調査では、古墳時代から平安時代 (灰白色火山灰降下以前)と幅があるが水田

跡が検出されている。

・第82次調査では、遺物の出土はみられなかったが第30次調査との関連から古墳時代と考えら

れる溝が検出されている。

5.平安時代

・第81次・ 83次調査で平安時代 (灰白色火山灰降下以降)の水田跡が検出されている。

6.中・ 近世

。第78次調査では、 5層上面で溝跡 7条・土坑 2基・ 河川跡 1条が検出されている。これらの

内溝跡は並行するものが多く水田に伴う水路の可能性が指摘されている。時期は遺物が少ない

ので幅を持ったものである。

・第81次調査では、近世頃と考えられる水田跡が検出されている。しかし、これは耕作上のみ

の検出であるが、富沢遺跡北部A地区基本層序との対応から水田跡と認定されている。

・第83次調査では近世に想定される水田跡が検出されている。
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宮沢遺跡第78次調査

写真 1

1区北壁断面

写真 2

Ⅲ区東壁断面

写真 3

Ⅲ区南壁断面

ilゞ||■ド|

||1煮ⅢⅢ―
||||||||ヽ

i―

||― .|

議 4`ギ
｀

1鯉と



写真 4
1 tt SD8
土師器出土状況

写真 5

1 tt S Dll・ 13

完掘状況 (東から)

写真 6

Ⅱ区 SD3
木製品出土状況



写真 7

Ⅱ区 SD4・ 18

完掘状況 (北から)

写真 8

1 tt SRl
樹木出土状況

写真 9

SRl 断面

(南から)



,i輯

写真10

Ⅲ区 S D26
検出状況 (西から)

写真11

Ⅲ区 S D26、 S K12
完掘状況

(南から)

写真12

皿区 S D23
検出状況 (西から)
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宮沢遺跡第80次調査

写真13

西壁断面

写真14

東壁断面 (2段 目)

写真 15

SD2・ 4

完掘状況 (南から)
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写真16

9層 水田跡検出状況

(東から)

写真17

9層水田跡検出状況
(西から)

写真48

9層 水田跡擬似畦畔 B

検出状況 (西 から)



宮沢遺跡第81次調査

写真19

4層水田跡擬似畦畔 B

検出状況 (南から)

写真20

SKl 完掘状況

(南西から)

写真21

SDl 完掘状況

(西から)



、1熱議轟轟爛麟速囁轟逮藤遠必1堪 遺 写真22

11層 水田跡検出状況
(封ヒから)

写真23

11層 水田跡完掘状況
(引ヒから)

写真24

14層上面樹木片集中状況
(南西から)

≦鶏
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写真25

4層水田跡

擬似畦畔 B断面

(ヨ ヒ壁A-2グ リッ ド)

写真26

41層 水田跡畦畔 (畦畔 1)断面

(北壁 A-1グ リッ ド)

写真27

11層水田跡畦畔 (畦畔 2)断面

(西壁 BoC― |グ リッ ド)

写真28

1]層水田跡畦畔断面

(西壁 A-1グ リッ ド)
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写真29

下層調査区断面 (東壁 )

写真30

下層調査区断面 (北壁 )

写真31

下層調査区断面 (西壁 )



宮沢遺跡第82次調査 Ⅲ

憂墨麗面●
卜ヽ

ヽ
一一

寺■
一．ケ
■

イ
‘・
一一
ｉ

・・ヽ
　
一一
・

写真33

SDl 完掘状況
(西から)

写真34

15層遺物出土状況



―
  ‐拳要

・
■転

4・   1

'_!■務|■

‐

lギ=ど

=|.1韓
.テ 1■ユ■:tl

―
韓 ||― |||●

宮沢遺跡第83次調査

写真35

3層 水田跡完掘状況
(南から)

写真36

3層 水田跡水口状況

(北から)

5層 分布域及び上面
自然流路 (西 から)

1拳諄
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写真38

6層 分布域 (3層 上面 )

(南から)

写真39

6層 分布域 19層 上両 )

(市から)

写真40

1?a層 水田跡検出状況

(市から
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写真41

12a層水田跡完掘状況

(南から)

写真42

13層水田跡大畦畔
検出状況 (南から)

写真43

13層水田跡小畦畔
検出状況 (北から)



写真44

13層 水田跡完掘状況
(南から)

写真45

13層 水田跡完掘状況

(】ヒから)

写真46
13層水田跡完掘状況

(北西から)
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写真47

3層 水田跡段差断面
(東壁 C-4グ リッ ド)

3層

写真48

3層 水圏跡畦畔断面

3層 (東壁 D-4グ リッ ド)

写真49

3層水田跡畦畔断面
(西壁  C-4グ リッ

層

ド)

写真50

5・ 6層 分布域断面
(東壁  D-4グ リッ ド)

3層

6婚

F撮慕卜|=∫主

|■t■
―

||(ゥイ
~ヽ

1__ィ

|■主歌 華ヽ i孝
ぶ‐■ヽ手■

'答 ■|



写真51

12a。 13層水田跡

大畦畔断面

(南壁 F-3・ 4グ リッ ド)

写真52

12a・ 13層水田跡
大畦畔断面

(西壁 DoE-1グ リッ ド)

写真53

13層水田跡小畦畔断面

(北西コーナー)

写真54

13層水田跡小畦畔断面

(東壁 B・ C-4グ リッ ド)



身 1導忌

写真 55

下層調査 区断面 (東壁 )

30層

31層

32層

33層

SRI堆積 上

写真56

下層調査区断面 (南壁 )

31層

32層

錢33層

SRI堆③

SRI堆④

35層

写真57

下層調査区断面 (西壁 )

29層

30層

81層

ぜ
導

一

一　
・一

．一一

■

'SRI堆
③

SRI堆④

34層

35層

Ⅲ36層

137層

38層



写真60

南壁断面
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富沢遺跡第85次調査

写真61

北壁断面

写真62

東壁断面

写真63

SKl 完掘状況
(北から)



写真64 富沢遺跡第78次調査 出土遺物(1)
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写真65 富沢遺跡第78次調査 出土遺物(必



写真66 宮沢遺跡第78次調査 出土遺物い)

写真67 富沢遺跡第80次調査 出土遺物
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写真68 富沢遺跡第31次調査

写真69 富沢遺物第82次調査 出土遺物



①∝

写真70 富沢遺跡第83次調査 出土遺物(1)



④③②①

写真72

富沢遺跡第34次調査

出土遺物



1.富沢78次 14層  イネ 2 富沢80次9a-2層  イネ 3.宮沢81次 11層  イネ

4.富沢82次  9層 イネ 5.富沢84次 10層 イネ 宮沢85次  9層 イネ

7 宮沢80次 9a-2層  ヨシ属 8 富沢82次

写真73 プラン ト・ オパール顕微鏡写真(1)

※ 倍率はすべて400倍
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9 富沢85次  2層  ヨシ属 10 富沢84次  13層
タケ亜科 (ネ ザサ節など)

5層
(ク マザサ属 )

盛 慶懇義
2 宮沢35次  6層  タケ亜科  13 富沢81次 10層  ジュズダマ属

1韓|

||ゞ鷺鏡|||

15 宮沢78次 14層 不明

ジュズダマ属

諄 筆筆議 li
棒】犬珪酸体

18 富沢85次 11層 棒状珪酸体

※ 倍率はすべて400倍

16 富沢83次 13層
130

||ll,||

1無筆
:手::離

不 明

写真74 プラン ト・ オパール顕微鏡写真(2)
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